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本紙記載の規則等以外にも学生生活に関係するものがあります。神戸大学ホームページの規則集や

別途配布の学生生活案内も参照してください。 











































































































































































































































































































































































































４ 履修科目一覧表（その２） 

 

週授業時間数 

授業科目 

種別 
計 

時間数 

1 年 2 年 3 年 4 年 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

◎必  修 138 6 4 6 16 16 0 12 10 6 10 2 2 6 6 18 18 

○選択要望 112 12 10 8 8 10 4 8 8 14 18 8 4 0 0 0 0 

選  択 146 4 4 8 4 2 2 8 8 8 8 32 28 18 12 0 0 

合  計 396 22 18 22 28 28 6 28 26 28 36 42 34 24 18 18 18 

 

 

単位数 

授業科目 

種別 
計 

単位数 

1 年 2 年 3 年 4 年 不 
定 
期 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

◎必  修 45 3 2 3 6 6 0 4 3 3 5 1 1 0 0 0 8 0 

○選択要望 44 6 5 3.5 3.5 3.5 3 3.5 4 2.5 4.5 3 2 0 0 0 0 0 

選  択 54 1.5 1.5 3 3 0 2 3 5 4 4 6 7 3 2 0 0 9 

合  計 143 10.5 8.5 9.5 12.5 9.5 5 10.5 12 9.5 13.5 10 10 3 2 0 8 9 
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５ 履 修 上 の 注 意  

 

（１）履修規則 

１）専門科目総準備単位１４３単位 

２）◎印の授業科目は必修である。◎印のついていない科目は全て選択であるが，履修しておいて 

欲しい科目には○印（選択要望）が付けられているので，履修計画上の参考にすること。 

３）学生が１年間に履修登録可能な単位数は，工学部規則第６条に規定されている単位を上限とす 

る。（78ページ参照） 

４）学生の卒業に必要な単位は１２４単位以上とする。その内訳は工学部規則第５条，別表第２の 

とおり。（103〜104ページ参照） 

（注）専門科目について（共通専門基礎科目及び専門基礎科目を含む） 

１ 必修科目４５単位（含む卒業研究８単位）を修得すること。 

２ 専門科目細区分の共通専門基礎科目，専門基礎科目および【Ａ．共通基礎】から 

１２単位以上修得すること。 

３ 専門科目細区分のうち，【Ｄ．計画】から１６単位以上，【Ｅ．環境・設備】か 

ら１２単位以上，【Ｆ．構造】から１８単位以上，【Ｇ．材料・生産】から６単位 

以上をそれぞれ修得すること。 

５）他学科または他学部の専門科目の授業科目中，当学科が認めた場合は，当学科修得単位の取り 

扱いは，工学部規則第７条，及び第８条に従う。 

６）外国人留学生の外国語科目の必要修得単位の取り扱いについては，工学部内規に従う。 

 

（２）建築学科履修内規 

１）卒業研究申請要件について（工学部規則第７条２項） 

卒業研究の申請をしようとする者は，表に示す単位を修得していること。 

 

表 卒業研究の申請に必要な単位数 

授 業 科 目 単   位   数 

基礎教養科目 

総合教養科目 

高度教養科目 

外国語科目 

情報科目 

健康・スポーツ科学 

専門科目 

６単位 

６単位 

２単位 

８単位 

１単位（「情報基礎」を修得） 

１単位（「健康・スポーツ科学実習基礎」を修得） 

８５単位（建築学科履修科目一覧表に記載された科目から修得

する。必修科目３３単位以上を含む。） 

合   計 １０９単位以上 

 

２）履修科目の登録の上限を超えて登録することができる者の基準について（「学生便覧」参照） 

次の要件を満たした場合は，２年次生及び３年次生に限り，当該年度における履修科目の登

録の上限を超えて登録することができる。 
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「前年度に４２単位以上を取得し，その科目数の７０％以上が秀または優であって，可が４

単位以下であること。」 

この登録を希望する者は，「履修科目の上限超過登録申請書」を所定の期日までに学科へ提

出し審査を受けなければならない。審査の結果，要件を満たしていると認定された者に限り，

当該年度の履修科目の上限を超えた登録が認められる。 

３）早期卒業に関する認定基準について 

学生便覧における「早期卒業の認定基準に関する内規」および「早期卒業の認定基準に関す

る学科別認定基準等について」を参照すること。なお，早期卒業を希望するものは，入学１年

後所定の期日までに学科に届け出を行い，教学委員の指導を受けなければならない。 

４）３年第３および第４クォーターの計画演習ⅠＡおよびＢと構造設計ⅠＡおよびＢについて 

計画演習ⅠＡおよびＢと構造設計ⅠＡおよびＢについては，一部で同一時間帯に開講される

ため，いずれかを選択すること。 

５）３年第３および第４クォーターの探求型建築演習ＡおよびＢについて 

この科目を履修するためには，３年第２クォーターまでに「卒業研究の申請に必要な単位数」

を取得しているほか，条件がある。ガイダンス等でその条件が周知されるので注意すること。

なお，この科目の単位は，「卒業に必要な単位」に算入されない。 
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６ 各 授 業 科 目 の 関 係  
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７ 建築士試験指定科目 

 

一級建築士（実務経験２年）および，二級・木造建築士（実務経験不要）の受験資格に係る指定科 

目（建築士試験指定科目）は以下の通りである。 

一級建築士を受験するには，下記の指定科目の分類①から⑨ごとに定められた単位数以上の指定科 

目と，⑩を含む指定科目全体から，60単位以上を修得して，卒業することが必要である。なお，一級 

建築士免許の登録には，一級建築士試験の合格とともに，卒業後，設計・工事監理，建築確認，一定 

の施工管理等，設計・工事監理に必要な知識・能力を得られる２年以上の実務の経験が必要である。 

また，二級・木造建築士を受験するには，下記の指定科目の分類①から⑨ごとに定められた単位数 

以上の指定科目と，⑩を含む指定科目全体から，40単位以上を修得して卒業しなければならない。 

 

表．2021年度入学者用建築士試験指定科目 

指定科目の分類 

修得すべき単位数 指定科目に該当する開講科目 

一級 二級・木造 科目名 履修学年 必修・選択 単位数 

①建築設計製図 7 単位以上 3 単位以上 

設計基礎Ａ 1 選択 2 

設計基礎Ｂ 2 選択要望 1 

設計演習ⅠＡ 1 必修 2 

設計演習ⅠＢ 2 必修 2 

設計演習ⅡＡ 2 必修 2 

設計演習ⅡＢ 2 必修 2 

設計演習ⅢＡ 3 選択要望 2 

設計演習ⅢＢ 3 選択要望 2 

計画演習ⅠＡ 3 選択 2 

計画演習ⅠＢ 3 選択 2 

計画演習ⅡＡ 4 選択 2 

計画演習ⅡＢ 4 選択 2 

単位数小計 ― ― 23 

②建築計画 7 単位以上 

②～④建築

計画，建築

環境工学又

は建築設

備：2 単位以

上 

建築原論 1 選択要望 1 

建築計画Ⅰ 1 必修 1 

建築計画Ⅱ 1 必修 1 

建築計画Ⅲ 1 必修 1 

建築計画Ⅳ 2 必修 1 

建築意匠 2 選択要望 1 

都市計画Ⅰ 2 必修 1 

都市計画Ⅱ 2 必修 1 

都市計画Ⅲ 3 選択 1 

西洋建築史Ａ 2 選択要望 1 

西洋建築史Ｂ 2 選択要望 1 

近代建築史 3 選択 1 

日本建築史Ａ 3 必修 1 

日本建築史Ｂ 3 必修 1 

建築設計論 3 選択要望 1 

現代建築論 3 選択 1 

居住環境論 3 選択 1 

単位数小計 ― ― 17 
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指定科目の分類 

修得すべき単位数 指定科目に該当する開講科目 

一級 二級・木造 科目名 履修学年 必修・選択 単位数 

③建築環境工学 2 単位以上 

②～④建

築計画，

建築環境

工学又は

建築設

備：2 単位

以上 

建築環境工学ⅠＡ 1 必修 1 

建築環境工学ⅠＢ 1 必修 1 

建築環境工学ⅡＡ 1 必修 1 

建築環境工学ⅡＢ 1 必修 1 

音環境計画Ａ 2 選択 1 

音環境計画Ｂ 2 選択 1 

熱環境計画Ａ 2 選択 1 

熱環境計画Ｂ 2 選択 1 

光環境計画Ａ 3 選択 1 

光環境計画Ｂ 3 選択 1 

都市熱環境計画 3 選択 1 

建築環境工学演習 3 選択 1 

単位数小計 ― ― 12 

④建築設備 2 単位以上 

建築設備Ａ 1 必修 1 

建築設備Ｂ 2 必修 1 

建築設備システム 3 選択 1 

単位数小計 ― ― 3 

⑤構造力学 4 単位以上 

⑤～⑦構

造力学，

建築一般

構造又は

建築材

料：3 単位

以上 

構造力学Ⅰ－１ 1 必修 1 

構造力学Ⅰ－２ 1 必修 1 

構造力学Ⅱ－１ 2 必修 1 

構造力学Ⅱ－２ 2 必修 1 

構造力学Ⅲ 2 選択要望 1 

塑性解析 3 選択 1 

構造演習Ⅰ－１ 2 選択要望 0.5 

構造演習Ⅰ－２ 2 選択要望 0.5 

振動学１ 2 選択要望 1 

振動学２ 3 選択要望 1 

単位数小計 ― ― 9 

⑥建築一般構造 3 単位以上 

構法システム１ 1 選択要望 1 

構法システム２ 1 選択要望 1 

建築鋼構造学Ⅰ－１ 3 必修 1 

建築鋼構造学Ⅰ－２ 3 必修 1 

建築鋼構造学Ⅱ 3 選択要望 1 

建築コンクリート構造学Ⅰ－１ 3 必修 1 

建築コンクリート構造学Ⅰ－２ 3 必修 1 

建築コンクリート構造学Ⅱ 3 選択要望 1 

構造演習Ⅱ－１ 3 選択要望 0.5 

構造演習Ⅱ－２ 3 選択要望 0.5 

建築耐震構造 2 選択要望 1 

防災構造工学Ａ 2 選択要望 1 

防災構造工学Ｂ 2 選択要望 1 

構造設計ⅠＡ 3 選択 1 

構造設計ⅠＢ 3 選択 1 

構造設計Ⅱ 4 選択 1 

単位数小計 ― ― 15 
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指定科目の分類 

修得すべき単位数 指定科目に該当する開講科目 

一級 二級・木造 科目名 履修学年 必修・選択 単位数 

⑦建築材料 2 単位以上 

⑤～⑦構造

力学，建築一

般構造又は

建築材料：3

単位以上 

建築素材論Ａ 1 選択 1 

建築材料学Ａ 1 必修 1 

建築材料学Ｂ 2 必修 1 

構造・材料実験 3 選択要望 1 

単位数小計 ― ― 4 

⑧建築生産 2 単位以上 1 単位以上 

建築生産学Ａ 3 必修 1 

建築生産学Ｂ 3 必修 1 

建築構法 3 選択要望 1 

単位数小計 ― ― 3 

⑨建築法規 １単位以上 １単位以上 

建築・都市・環境法制Ａ 3 必修 1 

建築・都市・環境法制Ｂ 3 必修 1 

単位数小計 ― ― 2 

⑩その他 (適宜) （適宜） 

図学１ 1 選択要望 1 

図学２ 1 選択要望 1 

図学演習１ 1 選択要望 0.5 

図学演習２ 1 選択要望 0.5 

建築素材論Ｂ 1 選択 1 

構造計画学 3 選択要望 1 

単位数小計 ― ― 5 

①～⑨の必要単位数合計 
30 単位 

以上 
20 単位以上 ①～⑨の単位数合計     88 

①～⑩の必要単位数合計 
60 単位 

以上 
40 単位以上 総単位数(①～⑩の単位数合計)   93 
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市民工学科 
 

１  教 育 の 目 指 す も の  

 

市民生活の利便性の向上と安全を確保するためには，新たな都市施設の建設だけではなく，老朽化 

してきた施設の更新や維持管理，そしてそれらを支える技術開発が重要な課題となってきている。最 

近ではとくに，環境に配慮するとともに市民の意見を広く反映した都市・地域の計画や施設計画が進 

められるようになり，設計基準や制度の国際標準化も大きく進展してきている。このような背景の下 

で，従来の土木工学を包含した幅広い内容を持つ工学領域を２１世紀型の新しいCivil Engineering 

（＝市民工学）としてとらえ，土木工学を基盤としつつ安全・安心で環境に調和した市民社会の創生 

のための基礎的な教育を進める学科として，市民工学科が設立された。 

市民工学科は，人間安全工学講座と環境共生工学講座の２つの講座から構成されており，それぞれ 

の講座で６つの教育研究分野を設けている。人間安全工学講座では，自然災害やテロ・事故などの社 

会災害に対して安全な都市・地域の創造に関する教育を，環境共生工学講座では，自然と共生する都 

市・地域を目指した環境の保全と都市施設の維持管理・再生に関する教育を行う。 

市民工学科のカリキュラムは，伝統的な土木工学の科目を基盤として，これらの価値目標を達成す 

るための基礎となる科目を用意している。また，近年の社会基盤事業では，プロジェクトに関する専 

門知識だけではなく，一般市民に対する説明能力やコミュニケーション能力が不可欠となってきてい 

るため，具体的な事例を通じた少人数教育により学生の能力向上を目指している。教員はいずれかの 

教育研究分野に所属し，学生は教員の指導の下に卒業研究を行うことになる。 

２１世紀の市民社会が達成すべき価値観は「安全」，「環境」および「創生」であると考える。市 

民工学科では，２１世紀の市民社会が必要とする「パブリックサービス」の担い手となるための専門 

基礎知識および創造性を持った国際性豊かな人材の育成を目標としている。 
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２  構 成 と 教 育 組 織  

 

講座名 教育研究分野 
教 授 
（室番） 

准教授 
（室番） 

講 師 
（室番） 

助 教 
（室番） 

技術職員， 
事務職員等 

（室番） 

人間安全工学 

構造安全工学 
芥川 真一 

(１Ｗ－１１０) 

三木 朋広 

（１Ｗ－１１１） 

  

 

 

中西 智美 

（１W-１０６） 

 

村瀬 照寛 

（１W―１０６） 

 

前田 浩之 

（１Ｗ―２０４） 

 

Tara Nidhi Lohani＊） 

(Ｒ１０２－１) 

 

中西 由彌子 

（１Ｗ―１０４） 

 

川島 悠子 

（１W―１０４） 

 

山崎 操＊） 

（Ｒ１０１） 

 

西野 典子＊） 

（自４―２０４） 

地盤安全工学 
澁谷 啓 

（１Ｗ―２０７） 
 

 片岡 沙都紀 

（１W-２０１） 

交通システム工学 
織田澤 利守 

（１Ｗ―３０５） 

瀬谷 創 

（１W―３０７） 

 
 

地盤防災工学  
竹山 智英 

（１Ｗ―２０８） 

 
 

地震減災工学 
長尾 毅＊） 

(Ｒ２０６) 

鍬田 泰子 

（１Ｗ―１０９） 

  

 

流域防災工学  
小林 健一郎＊） 

（Ｒ２０４） 

 
 

環境共生工学 

環境流体工学 
内山 雄介 

（１Ｗ―３０８） 
 

 斎藤 雅彦 

（１Ｗ―１０７） 

水圏環境工学 
中山 恵介 

（１Ｗ―２０９） 
 

 
 

地圏環境工学 

大石 哲＊） 

（Ｒ２０２） 

梶川 義幸＊） 

（Ｒ１０７） 

加藤 正司 

（自３―１１５） 

 

山浦 剛＊） 

（Ｒ１０７） 

広域環境工学 
飯塚 敦＊） 

（自４―２０３） 

銭谷 誠司＊） 

（自４―２０２） 

橘 伸也＊） 

（自４―２０１） 

 

 

都市保全工学 
森川 英典 

（１Ｗ―１０８） 

橋本 国太郎 

（１W－２０６） 

  

 

都市経営工学 
小池 淳司 

（自３－８１１） 

瀬木 俊輔 

（自３－８１４） 

鶴田 宏樹＊＊） 

（眺望間２F） 

 

祇園 景子＊＊） 

（２Ｗ－２０４） 

 

＊）都市安全研究センター所属 

 

＊＊）自然科学系先端融合研究環所属 
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３ 学 習 ・ 教 育 目 標  

 

市民工学科においては，自然と共生できる社会システムを創造・保全することを目的とし，社会基 

盤施設の企画，計画，設計，施工から維持，再生に至るプロジェクトの実行およびマネジメントを， 

強い使命感と高い倫理観をもって行える技術者・研究者として成長できる人材を育成する。そのため 

に，以下に示す一般，専門，総合に分類した学習・教育目標を設定し，基礎学力から応用力に至るま 

でを修得できるカリキュラムを編成している。専門科目については，市民工学共通，構造工学系，水 

工学系，地盤工学系，計画系および環境系の科目から履修できる。 

 

学習・教育目標 

 学習・教育目標 説  明 

一 

 

般 

(A) 

多面的思考・ 

技術者倫理 

(A-1) 物事を多面的な視点から把握・分析・考察できる能力を養う． 

(A-2) 
土木事業の社会的重要性と土木技術者の社会的責任を自覚し，自ら判断・提言

できる技術者倫理を身に付ける． 

(B) 

基礎学力 

土木技術者として必要な，数学，自然科学，人文科学，社会科学の主要科目と

情報基礎などの一般基礎学力を身に付ける． 

専 

 

 

 

門 

(C) 

専門基礎学力 

土木材料・力学一般/構造工学・地震工学/地盤工学/水工水理学/交通工学・国

土計画/環境システムのうち３分野以上の基礎知識を身に付け，土木構造物と

関連システムを計画，設計，施工，維持，管理，評価する上で必要な専門知識

を習得する． 

(D) 

専門応用力 

(D-1) 
実験・実習科目を通して，理論と実現象の関係を把握し，理解を深めるととも

に，実問題を解析し説明できる能力を習得する． 

(D-2) 
実務に必要な機器操作技術や情報処理技術など最新のツールが使え，自ら課題

を探求でき，分析・考察し，結果を説明できる能力を習得する． 

(D-3) 

数学，自然科学，社会科学，人文科学，専門基礎，土木専門科目の知識を総動

員して，課題を探求し，論理を組み立て，問題を解決する総合的なデザイン能

力を習得する． 

(D-4) 
自然環境，景観，文化，歴史の意義を理解し，調和のとれた社会基盤整備に必

要な知識を身に付ける． 

総 

 

合 

(E) 

コミュニケーション能力 

自己の考えを論理的，客観的に記述・説明でき，発表，討議が行える日本語能

力を身に付け，さらに異なる専門分野，異なる国の人々とも共同で仕事のでき

る協調性と指導力を身に付ける． 

(F) 

実務能力 

 

(F-1) 
社会の要請，変化に柔軟に対応して自主的，継続的に学習できる能力を身に付

ける． 

(F-2) 
自然的および社会経済的制約の下で問題を解決し，計画的に仕事を進め，まと

める能力を身に付ける． 

(F-3) 
自己の健康やスケジュールを管理し，他人と協調して仕事を進める能力を身に

付ける． 
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４  履 修 科 目 一 覧 表  
 
専門基礎および専門科目 （◎印は必修，○印は選択必修科目，無印は選択科目を示す） 

区
分 

必修
選択
の別 

授業科目 単位数 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 1 年 2 年 3 年 4 年 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

共 

通 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

（ 

＊
１
） 

○ 微分積分１ 1 15                  

全 

学 

共 

通 

授 

業 

科 

目 

○ 微分積分２ 1  15                 

○ 微分積分３ 1   15                

○ 微分積分４ 1    15               

○ 線形代数１ 1 15                  

○ 線形代数２ 1  15                 

○ 線形代数３ 1   15                

○ 線形代数４ 1    15               

○ 数理統計１ 1     15              

○ 数理統計２ 1      15             

○ 力学基礎１ 1 15                  

○ 力学基礎２ 1  15                 

○ 連続体力学基礎 1   15                

○ 熱力学基礎 1    15               

  電磁気学基礎１ 1       15            

 電磁気学基礎２ 1        15          

 基礎無機化学１ 1 15                 

  基礎無機化学２ 1  15                 

専
門
基
礎
科
目
（ 

＊
２
） 

○ 数学演習 1  30               三木 

工 

学 

部 

共 

通 

科 

目 

○ 複素関数論 2       30           

○ 常微分方程式論 2     30             

○ フーリエ解析 2        30          

○ ベクトル解析 2       15 15         未定 

○ グラフィクスリテラシーA 1 15                

○ グラフィクスリテラシーB 1 15                

○ グラフィクスリテラシーC 1   15               

○ グラフィクスリテラシーD 1    15              

 知的財産入門 1          15       未定 

市 

民 

工 

学 

専 

門 

科 

目 

（ 

＊
３
） 

 （ 市 民 工 学 共 通 科 目 ）                      

◎ 初年次セミナー 1 15                市民工学科教員   

◎ 市民工学概論 1 15                市民工学科教員  

◎ 創造思考ゼミナールⅠ-a 1  15               市民工学科教員  

◎ 創造思考ゼミナールⅠ-b 1   15              市民工学科教員  

◎ 測量学 1     15            瀬谷  

◎ 応用測量学 1       15          瀬谷  

◎ 測量学実習Ⅰ 1     30            齋藤・片岡  

◎ 測量学実習Ⅱ 1       30          齋藤・片岡  

◎ 土木 CAD 製図 1        30         森川・橋本  

◎ 市民工学のための確率･統計学  2       30          瀬谷  

○ 国際関係論 1          15       飯塚・中村（非）  

◎ 実験及び安全指導Ⅰ 1         30        加藤 他  

◎ 実験及び安全指導Ⅱ 1          30       加藤 他  

○ 学外実習（＊４） 1           *4      芥川  

207



  

 
専門基礎および専門科目 （◎印は必修，○印は選択必修科目，無印は選択科目を示す） 

区
分 

必修
選択
の別 

授業科目 単位数 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 1 年 2 年 3 年 4 年 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

市 

民 

工 

学 

専 

門 

科 

目 

（ 

＊
３
） 

◎ 数値計算実習 1           30      三木・竹山・齋藤・瀬谷   

◎ 市民工学のための技術者倫理 1             15    市民工学科教員   

○ 創造思考ゼミナールⅡ-a 1          15       市民工学科教員   

○ 創造思考ゼミナールⅡ-b 1           15      市民工学科教員  

○ プロジェクトマネジメント 1           15      芥 川  他   

○ 連続体力学 2          30       飯塚・銭谷   

○ 合意形成論 1            15     小池・織田澤   

○ 公共施設工学 1            15     芥川 他   

○ 土木設計学 2        30         長尾   

◎ 卒業研究 8             90  360 市民工学科全教員  

 （構造工学系科目）                      

◎ 構造力学Ⅰ 2    30             長尾  

◎ 材料工学 2   30              森川  

○ 構造力学Ⅱ 2     30            芥川・橋本   

○ 構造力学Ⅲ 2        30         芥川・三木  

○ コンクリート構造学 2         30        森川・三木   

○ 構造動力学 2          30       長尾・鍬田   

○ 地震安全工学 2            30     鍬田  

○ 橋梁工学 2           30      橋本   

 （水工学系科目）                      

◎ 水工学の基礎 2       30          小林   

○ 管路・開水路の水理学 2        30         中山   

○ 河川・水文学 2         30        大石・梶川・小林   

○ 海岸・港湾工学 2            30     内山   

 （地盤工学系科目）                      

◎ 土質力学Ⅰ 2     30            澁谷・竹山・片岡   

○ 土質力学Ⅱ 2        30         橘   

○ 地盤基礎工学 2         30        飯塚   

○ 都市安全工学 2         30        加藤   

○ 土質力学Ⅲ 2            30     加藤   

 （計画系科目）                      

○ 市民工学のための経済学 2    30             小池   

◎ 数理計画Ⅰ 1.5       30          瀬木   

◎ 数理計画Ⅱ 1.5        30         瀬木   

○ 都市地域計画 2           30      織田澤  

○ 費用分益分析 2          30       小池・織田澤  

○ 交通工学 2         30        瀬谷・瀬木  

 （環境系科目）                     

◎ 地球環境論 1  15               内山  

○ 水圏環境工学 1          15       中山  

○ 都市環境工学 1            15     瀬谷・未定（非）  

○ 地圏環境工学 1         15        加藤  

○ 上水道工学 1           15      小河（非）  

○ 下水道工学 1            15     坂部（非）・松木（非）  

○ シヴィックデザイン 1            15     未定  
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専門基礎および専門科目 （◎印は必修，○印は選択必修科目，無印は選択科目を示す） 

区
分 

必修
選択
の別 

授業科目 単位数 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 1 年 2 年 3 年 4 年 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

市
民
工
学
専
門
科
目 

（ 

＊
３
） 

 （その他）                      

 工学英語入門 2    30             ノートン  

 工学課題解決型アクティブラーニング 1                   

 特別講義Ⅰ（＊５） 2                 （未定）  

 特別講義Ⅱ（＊５） 2                 （未定）  

 特別講義Ⅱ（＊５） 2  
 

           
 

  （未定）  

 特別講義Ⅲ（＊５） 2                 （未定）  

 特別講義Ⅳ（＊５） 2                 （未定）  

その他必要と認める科目   
 

               
その都度 
定める 

  （＊１） 共通専門基礎科目とは学生便覧における共通専門基礎科目を指す。 

  （＊２） 専門基礎科目とは学生便覧における専門基礎科目を指す。 

  （＊３） 共通専門基礎科目，専門基礎科目および市民工学専門科目を総称して学生便覧における専門科目を指

す。 

  （＊４） 学外実習は，３年生の夏休み期間等を利用して実施する。 

  （＊５） 特別講義Ⅰ～Ⅳは集中講義等により不定期に開催される。 

 

 

単位数 

 計 

1 年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

◎必  修 35 2 2 3 2 4 0 7.5 2.5 1 1 1 0 1 0 0 8 

○選択必修 77 4 5 4 6 5 1 3 11 11 9 7 11 0 0 0 0 

 選  択 4 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

 合  計 116 7 8 7 8 9 1 11.5 14.5 12 10 8 11 1 0 0 8 

 ＊） 知的財産入門，工学英語入門，工学課題解決型アクティブラーニング，特別講義Ⅰ～Ⅳ（各２時間）およ

び学外実習は含んでいない。 
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５ 履 修 上 の 注 意  
 

（１）履修規則 

１）専門科目総準備単位１１６単位 

２）◎印は必修科目，○印は選択必修科目，他は選択科目である。 

３）卒業要件に関わる科目の履修登録単位数の上限は１年間で５４単位とする。（78ページ参照） 

４）学生の卒業に必要な単位は１２６単位以上とする。その内訳は工学部規則第５条，別表第２の

とおりである。（105～106ページ参照） 

  ※ 専門科目について 

１ 必修科目３５単位（卒業研究８単位を含む）を修得すること。 

２ 共通専門基礎科目及び専門基礎科目の選択必修科目から１４単位以 

上修得すること。 

３ 市民工学専門科目の選択必修科目から４６単位以上修得すること。 

４ 以下の科目の選択必修科目から，それぞれ指定する単位以上を修得すること。 

①構造工学系科目：６単位  ②水工学系科目：４単位  ③地盤工学系科目：４単位 

④計画系科目  ：４単位  ⑤環境系科目 ：３単位 

５）他学科または他学部の専門科目の授業科目中，当学科が認めた場合は，当学科の選択科目とみ

なすことができる。他大学（外国の大学を含む），及び入学前の既修得単位の取り扱いは，工

学部規則第８条，第９条及び第１０条に従う。 

 

（２）市民工学科履修内規 

１）卒業研究申請要件について（工学部規則第７条２項） 

卒業研究の申請をしようとする者は，以下の表に示す単位を修得していること。 

 

表 卒業研究の申請に必要な単位数 

授 業 科 目 単   位   数 

基礎教養科目 

総合教養科目 

高度教養科目 

外国語科目 

情報科目 

健康・スポーツ科学 

専門科目等 

６単位 

６単位 

２単位 

８単位 

１単位（情報基礎） 

１単位（健康・スポーツ科学実習基礎） 

７７単位（必修科目２３単位，選択必修科目５４単位以上を含む） 

合   計 １０１単位以上 

２）履修科目の登録の上限を超えて登録することができる者の基準について 

学生便覧における「履修科目の登録の上限を超えて登録することができる者の基準について」

を参照すること。 

３）早期卒業に関する認定基準について 

学生便覧における「早期卒業の認定基準に関する内規」および「早期卒業に関する学科別認定

基準等について」を参照すること。 
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６ 各 授 業 科 目 の 関 係  

 

1
年

2
年

3
年

4
年

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

教
養

科
目

総
合

教
養

科
目

総
合

教
養

科
目

総
合

教
養

科
目

総
合

教
養

科
目

総
合

教
養

科
目

総
合

教
養

科
目

総
合

教
養

科
目

基
礎

教
養

科
目

基
礎

教
養

科
目

基
礎

教
養

科
目

基
礎

教
養

科
目

外
国

語
第

I
外

国
語

第
I

外
国

語
第

I
外

国
語

第
I

外
国

語
第

I
外

国
語

第
I

外
国

語
第

II
外

国
語

第
II

外
国

語
第

II
外

国
語

第
II

外
国

語
第

II
外

国
語

第
II

外
国

語
第

II
外

国
語

第
II

健
康

ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ
I

健
康

ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ
II

健
康

ｽ
ﾎ

ﾟー
ﾂ
I

健
康

ｽ
ﾎ

ﾟｰ
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II

外
国

語
第

II
I

外
国
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II
I

外
国
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I
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国
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I

健
康

ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ
講
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外

国
語
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I 
ｱ
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ﾊ

ﾞ
ﾝ
ｽ

ﾄ
外

国
語
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ﾊ

ﾞ
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ｽ
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語
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ﾊ
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ﾊ

ﾞ
ﾝ
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 ｱ
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ﾊ

ﾞ
ﾝ
ｽ

ﾄ
外

国
語

第
II
 ｱ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞ
ﾝ
ｽ

ﾄ
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語
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 ｱ
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ﾊ

ﾞ
ﾝ
ｽ

ﾄ
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国
語
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 ｱ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞ
ﾝ
ｽ

ﾄ

共
通
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門

微
分

積
分

1
微

分
積

分
2

微
分

積
分

3
微

分
積

分
4

数
理

統
計

1
数

理
統
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2
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礎
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目

線
形
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数
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線

形
代
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2
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線
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代
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4
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全

学
）
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報
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学

1
情
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科

学
2

力
学
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礎

1
力

学
基

礎
2
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電気電子工学科  
 

１ 教 育 の 目 指 す も の  

 

【教育・研究の目標】 

近年，電気電子工学の対象とする学問・技術は，電力，新エネルギー，交通，自動車，情報， 

通信，海洋，航空，宇宙，医療，環境，安全といった最先端分野から，身近な家電・民生分野に 

いたるまでの広範囲な領域において急速に発展している。そのため，対象とする研究領域もます 

ます拡大し，他の学問分野との境界領域での研究・技術開発が必要とされ，いわゆる“学際化” 

が進んでいる。また一方では，既存の学問分野の成果のみでは対応できない，ナノ材料・エレク 

トロニクス，情報ネットワーク・IT，超大容量コンピュータ・人工知能，メカトロニクス，バイ 

オエレクトロニクス等の分野においては，研究・開発の専門化・高度化が進んでいる。この様な 

トレンドを念頭におき，電気電子工学科では，次世代の電気電子工学の新しい展開に柔軟に対応 

できる高度な専門基礎学力を持ち，関連する異分野での科学と技術にも十分な興味と理解を持つ， 

学際的，かつ創造性豊かな人材を育成することを目指して教育を推進している。一方，研究機関 

としての大学という面では，主要な基礎研究分野において，世界的水準の研究を遂行し，その成 

果をはじめとする先端的情報の発信基地として活発な活動を行っている。さらに，大学の中心的 

な使命として，電気電子工学の学問分野の発展，およびその学問的体系化・蓄積を目指し，将来 

を担う若手研究者・教育者の育成に努めている。 

 

【教育・研究組織と分野】 

電子物理 

メゾスコピック材料学，フォトニック材料学，量子機能工学，ナノ構造エレクトロニクス，電 

磁エネルギー物理学の各教育研究分野があり，電子・光子現象の工学的応用の基礎となる固体物 

理学，表面物理学，光・電子物性，電子材料工学，その応用としての集積回路デバイス，光エレ 

クトロニクスデバイス，量子効果デバイス，ナノ材料・ナノデバイス等の材料およびデバイスの 

物理と設計・製作，電気エネルギーシステムの高効率化や安定化のための電気エネルギー変換シ 

ステム制御理論・技術，プラズマエネルギー応用機器や超電導電力システムの設計・制御等に関 

連した教育・研究を行っている。 

 

電子情報 

集積回路情報，計算機工学，情報通信，アルゴリズム，知的学習論の各教育研究分野があり， 

IT・情報通信システムにおいて必要となる回路技術，LSI CAD，コンピュータ・ハードウェア， 

符号理論，暗号理論，画像処理，情報セキュリティ，コンピュータ・アルゴリズム，さらに情報 

の伝送・処理・提示に関する理論・技術としてのユビキタス／ウェアラブル・コンピューティン 

グ，パターン認識，機械学習，統計的学習理論等に関連した教育・研究を行っている。 
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【カリキュラムの特徴】 

前述の教育・研究の目標を達成すべく，電気電子工学の学問・技術分野の基礎から応用まで調 

和の取れたカリキュラムを編成している。開講されている科目を分類すると，１，２年次には， 

電気電子工学の“専門基礎科目”として，物理，数学，化学分野の基礎科目が開講され，これと 

並行して，１～３年次に，自主的な学習法を体得することを目的とした少人数教育による電気電 

子工学導入ゼミナールをはじめ，“専門科目”として，電磁気学，電気回路論，電子回路，プロ 

グラミング演習，電気電子工学実験などが開講されている。さらに，“専門応用科目”として， 

量子物理工学，固体物性工学，半導体電子工学などの電子物理工学系科目と，情報理論，計算機 

工学，データ構造とアルゴリズムなどの電子情報工学系科目，および電力工学，電気機器，制御 

工学などの電気エネルギー制御工学系科目が開講されている。 
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２ 構 成 と 教 育 組 織  

 

講座名 教育研究分野 
教 授 
（室番） 

准教授 
（室番） 

助 教 
（室番） 

技術職員，事務職員等 
（室番） 

電子物理 

メゾスコピック材料学 
藤井  稔 

（自３－２０２） 
 

杉本  泰 

（自３-２０８） 

山中 和彦 

（３Ｅ－４０４） 

松本  香 

（２Ｅ－４０７） 

木村 由斉 

（２Ｅ－１１４） 

志賀みゆき 

藤村 昌子 

（２Ｅ－３０２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォトニック材料学 
喜多 隆 

（Ｂ－２０６） 

小島  磨 

（Ｂ－２０１） 

原田 幸弘 

（Ｂ－１０５） 

海津 利之 

（Ｂ－１０５） 

朝日 重雄 

（２Ｅ－１１５） 

量子機能工学 
北村 雅季 

（Ｂ－２０４） 
 

服部 吉晃 

（２Ｅ－１１４） 

ナノ構造エレクトロニクス  

 
相馬 聡文 

（Ｂ－３０６） 
 

小野 倫也 

（Ｂ－３０４） 
 

植本 光治 

（Ｂ－２０８） 

電磁エネルギー物理学  
竹野 裕正 

（Ｂ－２０３） 
 

米森 秀登 1) 

（２Ｅ－１１１） 

中本  聡＊ 

（２Ｅ－１１１） 

電子情報 

 

 

集積回路情報 
沼  昌宏 

（Ｂ－４０６） 

黒木 修隆 

（Ｂ－４０５） 
 

計算機工学 

塚本 昌彦 

（Ｂ－２０５） 
 

大西 鮎美 

（自４-７０７） 寺田  努 

（Ｂ－４０１） 

情報通信 
森井 昌克 

（Ｂ－３０３） 

白石 善明 

（Ｂ－３０２） 
 

アルゴリズム  
山口 一章 

（Ｂ－４０４） 
 

知的学習論 
小澤 誠一 2) 

（自３－３０２） 

大森 敏明  

（自３－３０３） 
Sangwook Kim 

（自３－３０５） 

村上 遥 3) 

（B－３０１） 
為井 智也 2) 

（Ｂ－２０２） 

 

  自３：自然科学総合研究棟３号館（西），自４：自然科学総合研究棟４号館，*助手 

１）研究基盤センター専任 

２）数理・データサイエンスセンター専任 

３）未来医工学研究開発センター専任 
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３ 履 修 科 目 一 覧 表  

 

専門科目                    （◎印は必修，○印は選択必修，無印は選択科目を示す） 

記
号 

授業科目 単位数 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 1 年 2 年 3 年 4 年 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

 微分積分１ 1 15                  U 

全
学
共
通
授
業
科
目 

  微分積分２ 1  15                 U 

  微分積分３ 1   15                U 

  微分積分４ 1    15               U 

  線形代数１ 1 15                  U 

  線形代数２ 1  15                 U 

  線形代数３ 1   15                U 

  線形代数４ 1    15               U 

  数理統計１ 1     15              U 

  数理統計２ 1      15             U 

  力学基礎１ 1 15                  U 

  力学基礎２ 1  15                 U 

  連続体力学基礎 1   15               相馬 U 

  熱力学基礎 1    15              相馬 U 

  物理学実験 2   30 30               U 

  基礎無機化学 1 1 15                  U 

  基礎無機化学 2 1  15                 U 

  離散数学 2  30                 T 

工
学
部
共
通
科
目 

  複素関数論 2       15 15           T 

 常微分方程式論 2     15 15             T 

 偏微分方程式 2         15 15        T 

 数値解析 2       15 15          T 

 フーリエ解析 2       15 15          T 

 ベクトル解析 2   15 15              T 

 知的財産入門 1          15        T 

 複素関数論演習 1       15          服部 T 

 常微分方程式論演習 1     15            服部 T 

◎ 初年次セミナー 1 15                全教員 T 

◎ 電気電子工学導入ゼミナール 1  15               全教員 T 

 電気電子工学研究概論 1   15              全教員 T 

○ クリエイティブゼミナール 1      15           全教員 T 

 
工学課題解決型アクティブラー

ニング 
1      15           未定 T 

◎ 電気回路論Ⅰ 2 15 15               黒木 T 

○ 電気回路論Ⅱ 2   15 15             北村 T 

 電気回路論演習 1 15 15               黒木 T 

◎ 電子回路 2       15 15         沼 T 

◎ 電磁気学Ⅰ 2     30            喜多 T 

○ 電磁気学Ⅱ 2       30          藤井 T 

 電磁気学演習 1     30            朝日 T 

 電気計測 A 1       15          北村 T 
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専門科目                    （◎印は必修，○印は選択必修，無印は選択科目を示す） 

記
号 

授業科目 単位数 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 1 年 2 年 3 年 4 年 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

 電気計測 B 1        15         北村 T 

 情報数学 2   30              （非） T 

 論理数学 2     30            塚本 T，S 

○ 量子物理工学 2     30            相馬 T 

 統計物理工学 2         15 15       小野 T，P 

○ 固体物性工学 A 1       15          小島 T 

○ 固体物性工学 B 1        15         小島 T 

 電気電子材料学 2          30       藤井 T，P，S 

 光電磁波論 2           15 15     （非） T，P 

○ 半導体電子工学 2         15 15       喜多 T 

 半導体デバイス工学 2           15 15     小野 T，P 

 集積回路工学 2           15 15     （非） T，P，S 

 ディジタル情報回路 2         15 15       沼 T，S 

 情報伝送Ⅰ 2         15 15       森井 T 

 情報伝送Ⅱ 2           15 15     森井 T，S 

○ 情報理論 2         15 15       白石 T 

○ 計算機工学Ⅰ 2       15 15         塚本 T 

 計算機工学Ⅱ 2         30        寺田 T，S 

○ データ構造とアルゴリズムⅠ 2     30            （非） T 

 データ構造とアルゴリズムⅡ 2         15 15       山口 T，S 

 応用通信工学 2           15 15     （非） T，S 

○ 制御工学Ⅰ 2       30          大森 T 

 制御工学Ⅱ 2        30         大森 T，S，E 

○ 電気機器Ⅰ 2    30             為井 T 

 電気機器Ⅱ 2       30          小澤 T，S，E 

○ 電力工学 2         15 15       竹野 T 

 高電圧放電工学 2           15 15     （非） T，P，E 

 電気化学１ 1.5             30    未定 T，P 

 電気化学２ 1.5              30   未定 T，P 

◎ プログラミング演習Ⅰ 1   15 15             白石 T 

○ プログラミング演習Ⅱ 1       15 15         Sangwook Kim T 

◎ 
電気電子工学実験Ⅰ及び安全

指導 
2       30 30         全教員 T 

◎ 電気電子工学実験Ⅱ 2         45 45       全教員 T 

◎ 電気電子工学実験Ⅲ 2           45 45     全教員 T 

◎ 電気電子工学実験Ⅳ 1             22.5 22.5   全教員 T 

◎ 卒業研究 8             90 90 90 90 全教員 T 

 工学英語入門 2   15 15             ノートン T 

 その他必要と認める専門科目                    
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週授業時間数 

  計 

1年 2年 3年 4年 

備考 前 後 前 後 前 後 前 後 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

◎ 必  修 53 2 2 1 1 2  3 3 3 3 3 3 7.5 7.5 6 6  

○ 選択必修 25   1 3 4 1 7 3 3 3        

  選択 Ｕ 20 4 4 5 5 1 1            

    Ｔ 63 1 3 5 0 7 1 6 7 8 7 6 6 2 2    

  合  計 159 7 9 12 9 14 3 16 13 14 13 9 9 9.5 9.5 6 6  

 

 

単位数 

  計 

1年 2年 3年 4年 

備考 前 後 前 後 前 後 前 後 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

◎ 必  修 24 2 2 0.5 0.5 2  2 2 1 1 1 1 0.5 0.5 0 8 （注 4） 

○ 選択必修 24   1 3 4 1 6.5 2.5 3 3        

  選択 Ｕ 18 4 4 4 4 1 1            

    Ｔ 58 0.5 2.5 5 0 6 1 6 7 8 7 6 6 1.5 1.5    

  合  計 124 6.5 8.5 10.5 7.5 13 3 14.5 11.5 12 11 7 7 2 2 0 8  

 

（注１）◎印は必修科目，○印は選択必修科目を示す。その他は選択科目である。 

（注２） 備考欄の記号について 

 Ｐ（電子物理工学系），Ｓ（電子情報工学系），Ｅ（電気エネルギー制御工学系）は，各系を主として履

修しようとする学生にとって必修的に要望される科目であることを示す。 

 Ｕは全学共通授業科目中の専門科目であることを示し，Ｔはその他の専門科目を示す。 

（注３） 単位数の表では２クォータにまたがる科目の単位数は各クォータに半分ずつ計上しているが，成績評価は

２クォータの総合評価であり，単位は科目に対して与えられる（クォータ毎に単位が出るわけではない）。 

（注４）卒業研究は４年４Ｑに８単位として計上している。 

（注５）工学英語入門は週授業時間数と単位数の表には含んでいない。 

217



   

４ 履 修 上 の 注 意  

 

（１）履修要領 

（ａ）総準備単位数１２４単位（全学共通授業科目の基礎教養科目，総合教養科目，高度教養科

目，外国語科目，健康・スポーツ科学科目，および情報科目を含まない）。 

（ｂ）学生が１年間に履修登録可能な単位数は，工学部規則に規定されている単位数を上限とす

る。 

（ｃ）学生の卒業に必要な単位数は最低１２６単位とする。その内訳は，次の通り。 

基礎教養科目  ６単位 

総合教養科目  ６単位 

高度教養科目  ４単位 

外国語科目 

外国語第Ⅰ（英語）  ４単位 

外国語第Ⅱ  ４単位 

情報科目 

情報基礎  １単位 

健康・スポーツ科学科目 

健康・スポーツ科学実習基礎 １単位 

専門科目 

必修 ２４単位（卒業研究８単位を含む） 

選択（注１） ７６単位（専門科目中の選択必修１８単位以上を含む） 

（２）内規 

（ａ）神戸大学工学部規則第７条第２項に規定する卒業研究の履修に必要な単位数は，上記に規

定する卒業に必要な単位中の最低１０７単位とする（但し，原則として４年次開講科目の

単位はここに含まない）。その内訳は，次の通り。 

基礎教養科目  ６単位 

総合教養科目  ６単位 

高度教養科目  ２単位 

外国語科目 

外国語第Ⅰ（英語）  ４単位 

外国語第Ⅱ  ４単位 

情報科目 

情報基礎  １単位 

健康・スポーツ科学科目 

健康・スポーツ科学実習基礎 １単位 

専門科目 

必修 １５単位 

選択（注１）       ６８単位（専門科目中の選択必修１８単位以上を含む） 

（注１）専門科目の「必修」に算入していない専門科目（※１），及び他学部又は他学科の専門科 

目中，当学科が認めたものは算入される。また，全学共通授業科目の選択科目（外国語科目， 
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健康・スポーツ科学科目，情報科目）からは最大８単位（※２）まで算入される。 

（※１）３．履修科目一覧表の専門科目に記載されている全学共通授業科目及び工学部

共通科目を含む。 

（※２）Advanced Englishは２単位まで，外国語第Ⅱは１単位まで（但し，ドイツ語中

級Ｃ１・Ｃ２，フランス語中級Ｃ１・Ｃ２，中国語中級Ｃ１・Ｃ２，ロシア語

中級Ｃ１・Ｃ２のいずれか），外国語第Ⅲ（外国語第Ⅱで選択した言語以外の

もの）は２単位まで，健康・スポーツ科学科目は２単位まで（但し，講義は１

単位，実習は１単位以内），情報科目（情報科学）は２単位まで算入される。 
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５ 各 授 業 科 目 の 関 係  
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機械工学科 
 

１ 教 育 の 目 指 す も の  

 

機械工学とは，数学・科学・技術を駆使して，情報，エネルギー，運動などを正確に高能率で 

かつ円滑に伝達あるいは変換することにより，人間生活に有益で環境に優しい高性能・高品質の 

製品を効率よく生産することを追及する学問分野である。人間が道具を使うようになって以来， 

機械工学はいつの時代においても社会と共に成長してきた。経済的に発展途上にあったときには， 

機械工学は経済水準の向上に役立つような基礎学問として，また工業先進国となった今日では， 

機械工学は独創的な最先端の技術開発に不可欠な「ものづくり」の根幹を形成する学問分野とし 

て発展してきた。ほとんどすべての産業分野で，機械工学を専攻した技術者が活躍していること 

を考えても，日本の今日の繁栄を支えてきたのは機械工学を専攻した技術者，研究者であると 

言っても過言ではない。また，機械工学は，力学，数学等を基礎としながら，機械の設計・製 

造・制御およびそれに係わる技術開発をターゲットとした総合的かつ実践的な学問体系をもち， 

あらゆる産業の基幹となる学問分野である。また，基礎から最先端に至る科学技術を支える中心 

的学問の一つと言える。このことからも，機械工学が今日までの産業界全体における技術革新の 

原動力として果たしてきた役割は極めて大きい。 

21世紀の機械工学は単に機械を設計・製作し，既存の機械要素技術を継承するだけでなく，新 

たな技術革新を導くための基盤となる学問であることが望まれている。また，自然との調和がと 

れた高度な科学技術を発展させうる学問であることが強く要求されてきている。これら複雑化し 

た課題や要求を満たすためには，従来の機械工学の範疇に止まらず，環境工学，電気電子工学， 

生物学，物理・化学等のさまざまな技術・科学分野の学際領域にある「ものづくり」に関する技 

術課題を体系的に解決しうる学問に再構築する必要がある。また，高度社会システムに対応でき 

る技術者の育成を目的として，社会科学と機械工学とが連携・協同した学問体系の構築も必要と 

なる。 

以上のように新しい時代の機械工学の使命を認識し，未来の科学技術を担うとともに，国際的 

なレベルでも（グローバルに）通用する優秀な高度専門技術者を養成することが，神戸大学機械 

工学科の教育理念である。したがって，その教育においては語学，数学，物理学，力学などの基 

礎的知識を身につけることは言うまでもなく，新しい科学技術体系に対する合理的かつ総合的な 

視点を養うことが重要である。また，自然との調和性の観点から，自然科学現象に対する好奇心 

やそれを理解する能力，および創造性を養うことが重要となる。さらに，地球規模で活躍するた 

くましさや異文化とも協調できる幅広い人格を形成することも，今後ますますボーダーレス化す 

る社会においては必要である。 

神戸大学工学部機械工学科は，教養科目，専門科目通じて，次に示すような人材を養成するこ 

とを目指している。 

(1)「変化し続ける社会や，グローバル化する社会・組織においてリーダーシップをもって活躍

出来る人材」 
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(2)「積極的で旺盛な好奇心と探求心，また，新しい課題にチャレンジする精神を持って，イノ

ベーションを起こすことができる人材」 

(3)「基礎学力に立脚した高度研究開発能力を有する機械工学技術者」 

(4)「機械工学に関わる基礎学力を有し，研究者としての素養を有した人材」 

ここで，グローバル社会でリーダーシップをもって活躍するためには， 

○基礎学力に立脚した知識を備えること（ステップ１）， 

○獲得した知識を有効利用してコミュニケーション能力を備えること（ステップ２）， 

○習得した専門用語を活用して英語でのコミュニケーション能力を備えること（ステップ３）， 

○自分の理解・考えを自らの言葉で表現できる能力を備えること（ステップ４），が重要である。 

  また，イノベーションを起こすことができる能力を備えるためには， 

○豊かな基礎学力を獲得していること（ステップ１）， 

○幅広い知識を備えること（ステップ２）， 

○新しい情報を積極的に取り入れ，論理的，客観的にその情報を理解する能力を備えること 

（ステップ３）， 

○自ら進んで問題の設定とその解決を図り，新たな方法論を創出する能力を備えること 

（ステップ４），が重要である。 

以上のような能力を身につけ，新しい経験を積んだ卒業生は，ほとんどすべての産業分野で時

代を牽引していく中心的な人材として活躍が期待される。また，卒業生の 70％程度は大学院博士

課程前期課程へ進学し，さらに深い研究達成を希望するものに対して，博士課程後期課程への途

が開かれている。 
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２ 構 成 と 教 育 組 織  
 

 教育・研究分野 
教 授 

（室番） 

准教授・講師 

（室番） 

助教・助手 

（室番） 

技術職員，事務職員等 

（室番） 

熱流体 

先端流体工学 

（ＭＨ－１） 

今井 陽介 

（自１-６０６） 

片岡  武 

（自１‐６０２） 

石田 駿一 

（自２-５１０） 

芳田 直征 

（自２-５１１） 

松岡 香江 

（５Ｅ-３０１） 

 

坂口 悦子 

（５Ｅ-３０１） 

混相流工学 

（ＭＨ－２） 

冨山 明男 

（自１-６０７） 

林 公祐 

（自１-６０３） 

栗本 遼 

（自２-５１１） 

エネルギー変換工学 

（ＭＨ－３） 

浅野  等 

（自１-６０１） 

村川 英樹 

（5Ｅ-４１５） 

杉本 勝美 

（３Ｅ-２０３） 

材料物理 

構造安全評価学 

（ＭＭ－１） 

阪上 隆英 

（自３-２２６） 

塩澤 大輝 

（自３-２２１） 

小川 裕樹 

（自３-２２７） 

古宇田由夫 

（自３-２２５） 

破壊制御学 

（ＭＭ－２） 
 

田川 雅人 

（５Ｅ-４０３） 横田久美子 

（自３-１２０） 田中  拓 

（自３-２１７） 

構造機能材料学 

（ＭＭ－３） 

田中 克志 

（自３-２１５） 

藤居 義和 

（３Ｅ-２０９） 
寺本 武司 

（自３-１２３） 
長谷部忠司 

（自３-２２０） 

システム 

設計 

機能ロボット学 

（ＭＡ－１） 

横小路 泰義 

（５Ｅ-４１４） 

田崎 勇一 

（５Ｅ-４１３） 

永野 光 

（５Ｅ-２０５） 

片山 雷太 

（５Ｅ－２０5） 

センシングデバイス工学 

（ＭＡ－２） 

神野 伊策 

（５Ｅ-４１１） 

肥田 博隆 

（５Ｅ-４０６） 
 

生産工学 

（ＭＡ－３） 

白瀬 敬一 

（自３-４０３） 

佐藤 隆太 

（自３-４０4） 

西田 勇 

（自３-４０９） 

先端機能 

創成学 

ナノ機械システム工学 

（ＭI－１） 

磯野 吉正 

（自３-１１７） 

菅野 公二 

（自３-１１３） 

上杉 晃生 

（自３-Ｂ１８） 
中辻 竜也 

（自３-４０９） 
材料設計工学 

（ＭI－２） 

向井 敏司 

（自３-４０２） 
 

池尾 直子 

（自３-４０８） 
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３ 履修科目一覧表（工学基礎，機械専門科目） 
 
専門科目  （◎印は必修，○△印は選択必修，無印は選択科目を示す） 

区
分 

記
号 

授業科目 
単
位
数 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 1 年 2 年 3 年 4 年 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

共
通
専
門
科
目 

共
通
専
門
基
礎
科
目 

◎ 微分積分 1 1 15                  

◎ 線形代数 1 1 15                  

◎ 微分積分 2 1  15                 

◎ 線形代数 2 1  15                 

 微分積分 3 1   15                

 線形代数 3 1   15                

 数理統計 1 1   15                

 微分積分 4 1    15               

 線形代数 4 1    15               

 数理統計 2 1    15               

 電磁気学基礎 1 1       15          藤居  

 電磁気学基礎 2 1        15         藤居  

 物理学実験 2   30 30               

専
門
基
礎
科
目 

 ベクトル解析 2   30                

 常微分方程式論 2     30              

 複素関数論 2       30            

 フーリエ解析 2        30           

 偏微分方程式 2         30          

 知的財産入門 1          15       未定  

機
械
工
学
科
専
門
科
目 

機
械
工
学
科
専
門
共
通
科
目 

◎ 初年次セミナー 1 15                全教員  

◎ 機械工学基礎 1 15                全教員  

◎ 機械基礎数学Ⅰ 2 30                神野・肥田  

◎ 機械基礎数学Ⅱ 2  30               今井・田崎  

◎ 基礎力学Ⅰ 2  30               塩澤  

△ 物理学概論Ⅰ 2  30               田中(克)  

◎ 基礎力学Ⅱ 2   30              田川・長谷部  

△ 電気工学概論 2     30            肥田  

 機械工学概論 1      15           全教員  

 英語特別演習 2      30           全教員  

△ 計測工学 2          30       向井,林,菅野  

 物理学概論Ⅱ 2          30       田川  

◎ 安全工学・工学倫理Ⅰ 1           15      未定  

 安全工学・工学倫理Ⅱ 1            15     未定  

◎ 先端機械工学詳論 1            15     全教員  
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専門科目  （◎印は必修，○△印は選択必修，無印は選択科目を示す） 

区
分 

記
号 

授業科目 
単
位
数 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 1 年 2 年 3 年 4 年 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

機
械
工
学
科
専
門
科
目 

熱
・流
体 

◎ 熱力学Ⅰ 2     30            浅野  

◎ 流体工学 2     30            冨山  

 熱力学Ⅱ 2       30          村川，杉本  

○ 流体力学Ⅰ 2        30         今井  

 流体力学Ⅱ 2         30        林  

○ 熱移動論 2         30        浅野，村川  

 エネルギー変換工学 2          30       浅野，村川  

 流体機械 2           30      片岡  

材
料
物
理 

◎ 材料力学Ⅰ 2    30             阪上  

○ 材料力学Ⅱ 2     30            阪上  

○ 材料科学 2        30         田中(克)  

 機械材料学 2         30        向井  

 弾性力学 2         30        長谷部  

 材料強度学 2          30       塩澤  

 塑性力学 2           30      長谷部  

制
御 

 機構学 2     30            横小路  

○ 機械力学Ⅰ 2       30          神野，菅野  

○ 制御工学Ⅰ 2        30         横小路  

 機械力学Ⅱ 2         30        神野，菅野  

 制御工学Ⅱ 2          30       田崎  

設
計
・生
産 

○ 製造プロセス工学Ⅰ 2       30          白瀬，佐藤  

○ 設計工学Ⅰ 2         30        佐藤  

 製造プロセス工学Ⅱ 2          30       磯野，向井  

 設計工学Ⅱ 2            30     未定  

 生産システム工学 2            30     白瀬  

実
験
・
実
習
・演
習 

◎ 機械製図Ⅰ 1 30  30              全教員  

◎ 機械製図Ⅱ 1  30  30             全教員  

◎ 機械工学実習Ⅰ 1 30  30              全教員  

◎ 機械工学実習Ⅱ 1  30  30             全教員  

◎ プログラミング演習Ⅰ 1         30        全教員  

◎ プログラミング演習Ⅱ 1          30       全教員  

◎ 機械工学実験 1           30 30     全教員  

◎ 機械設計製作演習Ⅰ 1          30       全教員  

  ◎ 機械設計製作演習Ⅱ 1           30      全教員  
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専門科目  （◎印は必修，○△印は選択必修，無印は選択科目を示す） 

区
分 

記
号 

授業科目 
単
位
数 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 1 年 2 年 3 年 4 年 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

機
械
工
学
科
専
門
科
目 

実
験
・
実
習
・
演
習 

◎ プログラミング演習Ⅲ 1           30 30     全教員  

 機械創造設計プロジェクトⅠ 1           30      横小路，磯野  

 機械創造設計プロジェクトⅡ 1            30     白瀬  

  工学英語入門 2   15 15             ノートン  

 
 

工学課題解決型アクティブラー

ニング 
1                 

  

 ◎ 卒業研究 8             90 90 90 90 全教員  

   その他必要と認める専門科目                    

（注）１ 機械製図Ｉ，Ⅱと機械工学実習Ｉ，Ⅱおよび機械工学実験とプログラミング演習Ⅲはそれぞれ２クラスに分 

     け別クォーターで実施する 
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週授業時間数（専門科目） 

記

号 
授業科目 計 

1年 2 年 3 年 4 年 

備考 前 後 前 後 前 後 前 後 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

◎ 必  修 132 16 16 8 8 8 0 0 0 4 8 10 6 12 12 12 12  

○ 選択必修 32 0 0 0 0 4 0 8 12 8 0 0 0 0 0 0 0  

△ 選択必修 12 0 4 0 0 4 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0  

 選  択 122 0 0 14 10 8 6 10 6 20 22 12 14 0 0 0 0  

 合  計 298 16 20 22 18 24 6 18 18 32 34 22 20 12 12 12 12  

注１：※印の科目及び工学英語入門，工学課題解決型アクティブラーニングは含まれていない。 

 

 

 

単位数（専門科目） 

記

号 
授業科目 計 

1年 2 年 3 年 4 年 

備考 前 後 前 後 前 後 前 後 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

◎ 必  修 40 7 7 3 3 4 0 0 0 1 2 3 2 2 2 2 2  

○ 選択必修 16 0 0 0 0 2 0 4 6 4 0 0 0 0 0 0 0  

△ 選択必修 6 0 2 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0  

 選  択 57 0 0 6 4 4 3 5 3 10 11 5 6 0 0 0 0  

 合  計 119 7 9 9 7 12 3 9 9 15 15 8 8 2 2 2 2  

注１：複数のクォーターにまたがる科目はそれぞれのクォーターに分割して記載している。 

   これらの科目の単位は最終期に与える。 

注２：※印の科目及び工学英語入門，工学課題解決型アクティブラーニングは含まれていない。 
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４ 履修上の注意 
 

（１）総準備単位数 

  基礎教養科目，総合教養科目，外国語科目，情報科目，健康・スポーツ科学，高度教養科

目については学生便覧・神戸大学工学部規則の別表第１授業科目及び単位数（第３条関係）

および別表第２履修要件（第５条関係）を参照のこと 

 専門科目 １１９単位 

   必修科目 ４０単位 

   選択必修科目（○印）  １６単位 

   選択必修科目（△印）   ６単位 

   選択科目  ５７単位 

 

（２）学生は，卒業するためには，１２７単位以上を修得しなければならない。 

  卒業要件  １２７単位以上 

(a) 基礎教養科目   ６単位以上 

(b) 総合教養科目   ６単位以上 

(c) 外国語科目 

  外国語第Ｉ (Academic English Literacy Ａ１～Ｂ２， 

   Academic English Communication Ａ１～Ｂ２)   ４単位以上 

  外国語第 II (Ａ１～Ｂ４)   ４単位以上 

(d) 情報科目 

  情報基礎   １単位 

(e) 健康・スポーツ科学 

  健康・スポーツ科学実習基礎   １単位 

(f) 高度教養科目   ４単位以上 

(g) 専門科目および 全学共通授業科目の選択科目 １０１単位以上 

 ただし，以下の(i)(ii)の区分における必要修得単位数を満たしていること。 

(i) 共通専門基礎科目の必修科目（◎印）   ４単位 

(ii) 機械工学科専門科目  ８１単位以上 

 ただし，以下の(ii-1)〜(ii-3)の区分における必要修得単位数を満たしていること。 

  (ii-1) 必修科目(卒業研究を含む)(◎印)  ３６単位 

  (ii-2) 選択必修科目(○印)  １２単位以上 

  (ii-3) 選択必修科目(△印）   ４単位以上 

全学共通授業科目の選択科目は学生便覧・神戸大学工学部規則の別表第２履修要件（第

５条関係）を参照のこと。 

 

（３）継続科目(２つの期にわたる)の単位については最終期に与える。 

 

（４）機械工学科カリキュラム中 

◎印：必修科目 

○印，△印：選択必修科目 

無印：選択科目 

をそれぞれ表す。 

 

（５）他学科または他学部の授業科目中，当学科が認めた場合は，当学科の選択科目とみなす 

ことができる。 

 

この履修規則は平成 31 年４月入学者から適用する。 
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機械工学科内規 

(1) 学生は，原則として在籍する学年より高学年において開講される科目を履修することはで

きない。ただし，履修登録の上限を超えて登録することが認められた場合はこの限りでな

い。 

(2) 神戸大学工学部規則第７条第２項に規定する卒業研究を申請しようとする者は，以下の条

件を全て満たした者とする。なお入学前の既修得単位の取り扱いは神戸大学工学部規則

第１０条に従う。 

(a) 基礎教養科目，総合教養科目，外国語科目，情報科目，健康・スポーツ科学の卒業に 

  必要な単位をすべて修得している。 

(b) 高度教養科目の修得単位数が２以上である。 

(c) ３年後期までに開講された専門科目のうち実験・実習・演習区分の必修科目をすべて 

  修得していること。 

(d) ３年後期までに開講された専門科目の必修科目(◎印の科目)の修得単位数が２８以上 

  である。 

(e) ３年後期までに開講された専門科目の必修科目(◎印の科目)および選択必修科目(○ 

印，△印)の修得単位数の合計が４２以上である。（ただし，この計算においては○ 

印科目の修得単位数が１２を超える場合は修得単位数１２，△印科目の修得単位数が 

４を超える場合は修得単位数４とする。) 

(f) ３年後期までに開講された機械工学科専門科目の修得単位数が６１以上である。 

(g) ３年後期までに開講された専門科目および全学共通授業科目の選択科目の修得単位数 

が７８以上である。 
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５．各授業科目の関係
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応用化学科 
 

１ 教 育 の 目 指 す も の  

 

物質の性質や変化を扱う「化学」を通じて産業の発展をもたらし社会に貢献することを考 

えてみよう。そのためには，地球上にある様々な物質(matter)を役に立つ材料(materials) 

にすること，新規な反応を簡便に行わせること，さらにその反応プロセスを安全かつ無駄な 

く進行させ化学製品を製造することは化学にとって必然的課題といえる。すなわち，様々な 

産業において必要とされる材料とそのプロセスを創出し，よりよい社会を創ることが工学と 

しての化学の役割といえる。 

  応用化学科は化学を専門とし，社会に貢献できる人材を育成することを目的としている。 

そのために必要な専門分野に長けたプロフェッショナルとして活躍できる知識と能力を身に 

つけることが求められる。新しい発想によって研究開発を進展させるには，専門分野におけ 

る幅広い知識を身につけ，自由な発想を育むことで成り立つことは，これまでの学問の歴史 

が示しているところである。応用化学科では，化学・数学・物理学等をカバーする自然科学 

系専門科目が選択必修科目として構成され，自らの意志で専門知識を身につけることができ 

るよう，カリキュラムを編成している。 

 

  ところで，化学を学びプロとして活躍するになるまでには，専門知識を身につけることだ 

けで叶うだろうか？答えは「否」と言わざるを得ない。いかなる分野においても，個人の努 

力だけで社会への貢献を実現することは極めて困難であり，多くの様々なバックグラウンド 

を持った人々との協力により，初めて成し遂げられるといって過言ではない。このような中 

で自らの役割を果たすためには，年代・性別・地方・国を問わず，様々な人との交流（コ 

ミュニケーション）を通じて自身の考えを明確に示すことが求められることは言うまでもな 

い。 

  我が国をとりまく環境は，資源・環境・エネルギー・少子高齢化といった社会の懸念材料 

とそれに関わる技術的課題をあげるまでもなく，必ずしも平穏ではないことは明らかであろ 

う。すでに技術力だけに頼る産業のあり方は機能せず，人々の価値や多様なモノの考え方を 

理解し，何が必要とされる技術なのかを判断することが求められている。我が国における化 

学工業は高度成長期に大きく発展してきたが，その市場は海外に広がり，多くの日本人が諸 

外国で工業生産に当たっている。このように経済・市場がグローバル化する中，我々は化学 

に関する学修はもちろんのこと，グローバルに展開する産業構造に対応できる能力を身につ 

けなければならない。 

  以上のような状況を鑑み，応用化学科では以下のような学修目標に基づき，カリキュラム 

を構成している。 

・物質化学・化学工学における広範な専門分野を偏ることなく学修できる。 

・数学・物理学・外国語科目等の専門基礎科目を充実させ，化学の学修をサポートする。 
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・広い教養を身につけた化学者になるべく，基礎から高度な内容にわたる各種教養科目を受 

けることができる。 

・講義・演習を組み合わせた科目が多く配置されており，講義で得られた知識を演習によっ 

て確認し，自らPlan-Do-Check-Act（ＰＤＣＡ）サイクルに基づく学修を行うことができ 

る。 

・技術者・化学者として必要不可欠な実験技術について実験科目を通じて身につけることが 

できる。 

 

以上の学修目標に基づいたシラバスはどの科目も４年次に配当される卒業研究に欠かすこ 

 との出来ないものであり，各分野の専門科目について概ね70-80%前後の単位修得が望まれる。 

 卒業研究では応用化学教員から構成される研究グループに配属される。そこでは工学研究 

科・科学技術イノベーション研究科に所属する教員の指導の下，大学院生とともに個別の研 

究テーマを通して実験手法や化学の考え方を体得することになる。教員の専門分野を通して， 

最先端の化学研究と産業技術を身近に感じながら研究を行うことによって，自然科学に対す 

るものの考え方，研究への取り組み方を身につけることができる。 

 

さて，学生諸君が卒業し，社会で活躍するべき将来の科学技術の発展において化学者がな 

 すべき役割は何であろうか？この数十年，産業界における化学工業は石油化学製品・金属セ 

 ラミックス・プラスチックスのような基礎素材の生産だけでなく，エレクトロニクス，ナノ 

テクノロジー，分子機能工学，エネルギー・環境材料，バイオリファイナリー，医療・生命 

工学・健康産業，食品工学などあらゆる分野の工学や産業において多大の貢献をしてきた。 

これらの概念の中には数十年前には全く存在しなかった分野も多い。科学技術の大きなうね 

りの中で応用化学科は1948年に前身の神戸工業専門学校に化学工業科が設立されて以来，様々 

な組織改編を経て，大学院工学研究科を中心とする自然科学系学部につながる総合的な化学 

系学科に成長し，現在に至っている。現在，大学院応用化学専攻は研究組織を柔軟に変えてい 

きながら最新かつ多様な研究を遂行できるフレキシビリティを有しており，原子・分子のナ 

ノ・ミクロレベルの化学から分子集合体である化学物質・材料への機能性の付与，機能性の 

発現，物質の創製および生産技術への生物機能の工学的応用，実際のマクロな工業規模の製 

造，生産の技術やシステムにわたる広範囲の研究を網羅している。現在，以下の物質化学講 

座・化学工学講座に所属する研究グループを擁する大学院の下で学部教育を受けることができる 

ようになっている。 

 

物質化学講座 

原子とそれによって構成される分子の世界に分子の集合により作り出される多様な機能とを

結びつけることを目的とし，原子・分子レベルの物質からナノ・メソ・マクロに至る広範囲の

集合体を対象として， 化学物質・材料の精密かつ高度な機能性の付与及び，機能性の創製を

行い，工学の立場から機能発現の機構解明とそれに基づく新規な物質創製技術を以下の３つの

教育研究分野に基づいて研究する。 
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物質創成化学 

無機材料創製の反応場となる溶液内の化学平衡論をベースとし，異相共存場効果の解明と応

用，金属超微粒子の合成とその機能発現，ソフト溶液プロセスによる金属酸化物薄膜・高次構

造体の合成と物性に関して無機材料化学や電気化学の観点から研究を進める。また，新規有機

化合物の合成・反応・構造，有機理論計算・反応機構に関する基礎研究や，新型の医薬・農薬

の開発を目指した生物活性物質の設計・合成・活性評価，新規機能性ヘテロ環化合物の開発等

に関する応用研究を行う。 

 

物質制御化学 

新素材の構造と機能を平衡論，電子遷移，構造解析など物理化学の観点から関連づけ，分子

ナノテクノロジーの基礎的研究と結晶成長や配向構造を制御した新規デバイスの開発を目指し

た研究にとりくむ。また，高分子材料の微細構造と力学物性・表面物性・熱物性に関する研究

を行う。材料の構造と物性の相関を明らかにし，高機能化・高性能化された高分子材料，高分

子複合材料の新規創製を行い，次世代材料の開発をめざす。 

 

物質機能化学 

高濃度電解質水溶液の物性・構造の解明と応用，また材料的視点から多彩な構造形態を持つ

リン酸塩の合成法，特異反応性・構造特異性・表面物性，錯体生成における高分子電解質効果

などの基礎研究や応用研究を行う。さらに，分子レベルにおける相互作用を利用して有機機能

性分子材料を開発する研究を行う。超分子組織化を適用することで高選択的な分子認識能，触

媒活性，生理活性を有する超分子人工材料の創製をめざす。また，高分子や微粒子分散系など

に代表されるソフトマターについて不均一・局所場での材料創製および機能発現に関する基礎

的および応用研究に取り組む。 

 

化学工学講座 

化学反応及び生物反応に基づく物質・エネルギー変換過程における，分子間相互作用，生体

分子機能及び物質・エネルギー移動現象の解明に基づいて，新規素材・反応触媒の開発，反

応・移動現象の制御法の確立，新規生産プロセスの創造をすすめ，有用物質，エネルギーの高

効率，低環境負荷生産プロセスの開発について，以下の３つ教育研究分野の下，研究を行う。 

 

反応・分離工学 

種々の化学工業プロセスのみならず，環境・エネルギー問題を解決する上で重要な触媒に関

する基礎・応用研究を行う。特に省資源・省エネルギーの観点から選択的な酸化・還元触媒の

開発やクリーンで，無尽蔵な光エネルギーの利用を目指した光触媒の開発を行う。また，水資

源確保，大気環境保全，水素エネルギーの効率的利用といった環境・エネルギー分野への貢献

をめざして，分離機能膜などの新規な材料について，素材の創製から微細構造制御法の確立，

さらにプロセスの構築にいたる研究を行う。 
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プロセス工学 

流動，伝熱，物質移動を取り扱う移動現象論を基礎として，化学プロセスに現れる複雑な現

象の解明とモデル化，取り扱う流体の諸物性に対する温度・圧力効果の解明，非ニュートン流

体やサスペンジョン等の複雑流体のレオロジーについて研究を行う。そして，地球環境との調

和を実現する新しいプロセスの開発，プロセスの生産工程の計画設計および運転制御のための

基礎的方法論構築，省エネルギー型空調システムや機能性薄膜の塗工プロセスの構築を行う。 

 

生物化学工学 

遺伝子組換えなどの技術を用いて生物機能を高度化することにより，高効率のバイオリアク

ターによる有用物質の生産，環境・エネルギー問題に対応できる新しいバイオプロセスの構築

などの研究を行う。また，生物機能を利用した効率的かつ高度なバイオ生産・分離プロセスの

開発を目指して，微生物や培養細胞を利用した有用物質生産・環境修復，および，バイオ分子

間特異的認識による高純度精製・高感度検出法などの研究を行う。 

 

以上のような充実した研究環境の下，将来の研究者像を身近に感じることができる。特に応

用化学専攻には性別・国籍を問わず幅広いバックグラウンドをもつ大学院生が多数学んでおり，

学部生はその中で自らのロールモデルを見いだすことができるだろう。価値観が多様化し大き

く変動する中，将来にわたって化学者として活躍するには，今ある化学の知識の修得に留まら

ず，普遍的に自然科学に対する深い洞察力と社会における物質・材料のニーズに対する理解

力・判断力を持つ人材に成長することが必要となる。我々は，学生諸君がこのような充実した

研究環境を有する応用化学科において学修の成果を上げ，将来にわたって人間的にも調和のとれ

た自立した化学研究者・技術者として活躍できる人材として，卒業されることを願ってやまない。 
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２ 構 成 と 教 育 組 織  

 

 

 

 

講座名 教育研究分野 
教 授 

（室番） 

准教授 

（室番） 

講師 

（室番） 

助 教 

（室番） 

助 手 

（室番） 

技術職員， 

事務職員等 

（室番） 

物質化学 

物質創成化学 

森 敦紀 

（４Ｅ－２１３） 

 

水畑 穣 

（自１－３１０） 

岡田 悦治 

（４Ｅ－２０３） 

 

牧  秀志 

（自２－３０２） 

 

松井 雅樹 

（自 1-３０２） 

 

岡野 健太郎 

(４E－２１４) 

  
綾部 いつ子 

（自２－３０２） 

曽谷 知弘 

（４Ｗ－２０４） 

 

 

熊谷 宜久 

（４Ｗ－１０４） 

 

 

 

難波 智子 

（４Ｗ－２０２） 

 

 

松島 嘉子 

（４Ｗ－２０２） 

 

物質制御化学 

西野  孝 

（４Ｗ－３０６） 

 

石田 謙司 

（４Ｅ－２１１） 

  
松本 拓也 

（４Ｅ－３０９） 

小柴 康子 

（４Ｅ－４０５） 

物質機能化学 

 

南  秀人 

（自１－３０１） 

梶並 昭彦 

（４Ｗ－３０１） 

 

大谷  亨 

（４E－２０５） 

 
鈴木 登代子 

（自２－３０４） 
 

化学工学 

反応・分離工学 

松山 秀人 

（膜６０７） 

 

西山  覚 

（４Ｗ－３０２） 

 

丸山 達生 

（４Ｅ－２０４） 

市橋 祐一 

（４Ｗ－３０４） 

 

神尾 英治 

(膜６０１) 

 
谷屋 啓太 

（D２−４０６） 
 

プロセス工学 

大村 直人 

（４Ｗ－３０３） 

 

鈴木 洋 

（自１－５０６） 

菰田 悦之 

（４Ｅ－２０７） 

 

日出間るり 

（４W－３０８） 

   

生物化学工学 

近藤 昭彦 

（自１－５０８） 

 

山地 秀樹 

（自１－５０５） 

 

荻野 千秋 

（４Ｗ－３０７） 

田中  勉 

（自１－５０７） 

 

勝田 知尚 

（自２－４０６） 
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３ 履 修 科 目 一 覧 表  
 ◎：必修科目 
 ○：選択必修科目 

 △：選択科目 
  (網掛け)いずれかのクオーターにおいて開講（開講時期は掲示・ガイダンス等で指示する） 

専門科目 ※備考「危険物」欄の○は危険物取扱者試験受験資格の「化学に関する授業科目」に該当する。 

分

野 

記

号 
科目名 単位 

開講学年・クオーター 

担当教員 

備考 

1 年 2 年 3 年 4 年   危

険

物 1

Q 

2

Q 

3

Q 

4

Q 

1

Q 

2

Q 

3

Q 

4

Q 

1

Q 

2

Q 

3

Q 

4

Q 

1

Q 

2

Q 

3

Q 

4

Q 
  

導

入 

◎ 初年次セミナー 1 30                               荻野     

◎ 応用化学概論 1   30                             
鈴木（洋）・日出

間・近藤・田中 
  ○ 

◎ 
ファンダメンタルコースワ

ーク 1 
1   15                             田岡   ○ 

◎ 
ファンダメンタルコースワ

ーク 2 
1   15                             西山・神尾・谷屋     

◎ 化学実験 1 1     30                           
梶並・西山・山

地・松岡 全学共通 

授業科目 

○ 

◎ 化学実験 2 1       30                         
梶並・西山・山

地・松岡 
○ 

◎ 化学実験安全指導 1               15                 （応化教員）   ○ 

◎ 研究室インターン 1                     ←30→         （応化教員）     

数

学

・

物

理

学 

○ 微分積分学 1 1 15                                     

○ 微分積分学 2 1   15                                   

○ 微分積分学 3 1     15                                 

○ 微分積分学 4 1       15                           全学共通 

授業科目 

  

○ 線形代数学 1 1 15                                   

○ 線形代数学 2 1   15                                   

○ 線形代数学 3 1     15                                 

○ 線形代数学 4 1       15                               

○ 数学演習 1 0.5 15                               谷屋・神尾 

工学部 

共通科目 

  

○ 数学演習 2 0.5   15                             谷屋・神尾   

○ 常微分方程式論 2         ←30→                         

○ 複素関数論 2         ←30→                         

○ フーリエ解析 2             ←30→                     

○ 力学基礎 1 1 15                                     

○ 力学基礎 2 1   15                                   

○ 電磁気学基礎 1 1     15                             全学共通 

授業科目 

  

○ 電磁気学基礎 2 1       15                             

○ 連続体力学基礎 1     15                                 

○ 熱力学基礎 1       15                               

物

理

化

学 

○ 物理化学 A 1.5 30                               石田   ○ 

○ 物理化学 B 1.5   30                             丸山   ○ 

○ 物理化学 C 1.5   30                             石田   ○ 

○ 物理化学 D 1.5            30                   松山   ○ 

○ 物理化学 E 1.5         30                       市橋   ○ 

○ 物理化学 F 1.5         30                       丸山   ○ 

○ 物理化学 G 1.5               30                 大谷   ○ 

◎ 物理化学実験 A 1                 ←32→             勝田・曽谷   ○ 

◎ 物理化学実験 B 1                     32           石田・小柴   ○ 
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 ◎：必修科目 

 ○：選択必修科目 
 △：選択科目 
  (網掛け)いずれかのクオーターにおいて開講（開講時期は掲示・ガイダンス等で指示する） 

専門科目 ※備考「危険物」欄の○は危険物取扱者試験受験資格の「化学に関する授業科目」に該当する。 

分

野 

記

号 
科目名 単位 

開講学年・クオーター 

担当教員 

備考 

1 年 2 年 3 年 4 年   危

険

物 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q   

無

機 

・ 

分

析

化

学 

○ 基礎無機化学 1.5       30                         水畑   ○ 

○ 無機化学 1 1.5         30                       松井   ○ 

○ 無機化学 2 1.5           30                     梶並   ○ 

○ 無機材料化学 1.5             30                   水畑   ○ 

○ 電気化学 1 1.5               30                 松井   ○ 

○ 電気化学 2 1.5                 30               水畑   ○ 

◎ 電気化学実験 0.5                 ←16→             松井・水畑   ○ 

◎ 無機・分析化学実験 1                     32           牧・綾部   ○ 

○ 分析化学 1 1.5           30                     牧   ○ 

○ 分析化学 2 1.5               30                 梶並   ○ 

○ 環境分析化学 1.5                   30             吉岡・中川   ○ 

◎ 有機系分析化学実験 1                     32           丸山・大谷   ○ 

有

機 

・ 

高

分

子

化

学 

○ 基礎有機化学 1.5     30                           岡田   ○ 

○ 有機化学 1 1.5         30                       岡野   ○ 

○ 有機化学 2 1.5             30                   森   ○ 

○ 有機化学 3 1.5               30                 岡野   ○ 

○ 有機化学 4 1.5                   30             （応化教員）   ○ 

◎ 有機合成化学実験 1.5                 ←48→             岡田・岡野   ○ 

○ 基礎高分子化学 1       15                         西野   ○ 

○ 高分子化学 1 1.5         30                       南・鈴木（登）   ○ 

○ 高分子化学 2 1.5           30                     西野   ○ 

○ 高分子化学 3 1.5             30                   西野・松本   ○ 

○ 高分子化学 4 1.5                   30             南・大谷   ○ 

◎ 高分子化学実験 1.5                       48         南・鈴木(登)・松本 ○ 

移

動

現

象 

・ 

プ

ロ

セ

ス

工

学 

○ 移動現象論 A 1     15                           鈴木（洋）   ○ 

○ 移動現象論 B 1       15                         鈴木（洋）   ○ 

○ 移動現象論 C 1         15                       鈴木（洋）   ○ 

○ 移動現象通論 1           15                     鈴木（洋）   ○ 

○ 移動現象演習 0.5             15                   日出間 ○ 

○ 粉体工学 1                 15               菰田   ○ 

○ レオロジー 1               15                 日出間   ○ 

○ 化学工学数学 1               15                 菰田   ○ 

○ プロセス工学 1                 15               大村   ○ 

○ プロセスシステム工学 1                   15             大村   ○ 

○ プロセス工学演習 0.5                   15             菰田   ○ 

◎ 移動現象・プロセス工学実験 1.5                 ←48→             
菰田・日出間・鈴木

(登)・松本・熊谷  
○ 
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 ◎：必修科目 

 ○：選択必修科目 
 △：選択科目 
  (網掛け)いずれかのクオーターにおいて開講（開講時期は掲示・ガイダンス等で指示する） 

専門科目 ※備考「危険物」欄の○は危険物取扱者試験受験資格の「化学に関する授業科目」に該当する。 

分

野 

記

号 
科目名 

単

位 

開講学年・クオーター 

担当教員 

備考 

1 年 2 年 3 年 4 年   危

険

物 1

Q 

2

Q 

3

Q 
4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q   

分

離

工

学 

○ 化学工学量論 1    15                            山地・勝田   ○ 

○ 分離工学 1 1               15                 勝田   ○ 

○ 分離工学 2 1                 15               勝田   ○ 

○ 分離工学 3 1.5                   30             松山・神尾   ○ 

反

応

工

学

・

生

物

化

学

工

学 

○ 反応工学 1 1.5             30                   西山・市橋・谷屋   ○ 

○ 反応工学 2 1.5               30                 西山・市橋・谷屋   ○ 

◎ 反応工学・分離工学実験 1.5                 ←48→             市橋・神尾・谷屋   ○ 

○ 生化学 1 1           15                     山地   ○ 

○ 生化学 2 1             15                   山地   ○ 

○ 生物化学工学 1 1               15                 荻野   ○ 

○ 生物化学工学 2 1                 15               荻野   ○ 

○ 生物機能化学 1 1.5                 30               田中・近藤   ○ 

○ 生物機能化学 2 1.5                   30             田中・近藤   ○ 

◎ 生物化学工学実験 1.5                       48         荻野・田中   ○ 

 △ 工学英語入門 2   ←30→             ノートン   

 △ 
工学課題解決型 
アクティブラーニング 1      15            

ギャップターム

体験型学習  

 △ 知的財産入門 1          15       未定 
工学部 

共通科目 
 

 △ 基礎化学英語演習 2             30 (通年) 未定   

 △ 基礎化学英語 1               15  未定   

  △ 特別講義 A 1                 ←   15   → ←   15   →      

  △ 特別講義 B 1                 ←   15   → ←   15   →      

  △ 特別講義 C 1                 ←   15   → ←   15   →      

  △ 特別講義 D 1                 ←   15   → ←   15   →      

  ◎ 外国書講読 2                         30 (通年)       

  ◎ 卒業研究 8                         360 (通年)       

その他必要と認める専門科目                                         

    総計 125                                       

 

卒業要件に算入されない専門科目 

  物理学入門 1 15                
入学試験において物理を選択しなかっ

た者を対象とした全学共通授業科目 
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クオーター毎授業時間数 

  
時間

数 

1年 2年 3年 4年 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

◎必修科目 969 30 60 30 30 0 0 0 15 96 96 
11

1 

11

1 
97.5 97.5 97.5 97.5 

○選択必修科

目 
1515 90 120 120 120 

19

5 

15

0 

19

5 

22

5 

12

0 

18

0 
0 0 0 0 0 0 

△選択科目 75 0 0 15 15 0 15 0 0 0 15 0 0 22.5 22.5 37.5 22.5 

計 2559 
120 180 165 165 195 165 195 240 216 291 111 111 120 120 135 120 

630 795 729 495 

 

 
単位数 

  
単位

数 

1年 2年 3年 4年 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 
3

Q 
4Q 

1

Q 

2

Q 

3

Q 

4

Q 

1

Q 

2

Q 

3

Q 

4

Q 

◎必修科目 30 1 3 1 1 0 0 0 1 0 6 3 4 0 0 0 10 

○選択必修科

目 
84 5 6.5 7.5 7.5 8.5 10.5 9 13.5 7 9 0 0 0 0 0 0 

△選択科目 5 0 0 2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2 0 1 2 

計 119 
6 9.5 10.5 8.5 8.5 11.5 9 14.5 7 16 3 4 2 0 1 12 

34.5 43.5 30 15 
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４ 履修上の注意 

 

１．履修規則 

(1) 履修要件 

工学部規則第５条に基づき，同別表第２ホに定める所定の単位は次の通りである。 

基礎教養科目                ６単位 

総合教養科目                ６単位 

高度教養科目                ４単位 

外国語科目 

 外国語第Ｉ                ４単位 

 外国語第II                ４単位 

情報科目 

 情報基礎                 １単位 

健康・スポーツ科学科目 

 健康・スポーツ科学実習基礎        １単位 

選択科目（全学共通授業科目）および(2)に定める専門科目（注１） 

                    １０３単位 

             計      １２９単位 

 

（注１）履修科目一覧表に記載された選択科目（△がついたもの），及び他学部又は他学

科の専門科目中，当学科が認めたものは算入される。旦し，物理学入門は除く。

また，全学共通授業科目の選択科目（外国語科目，健康・スポーツ科学科目）か

らは最大１単位まで算入される。 

 

(2)専門科目 

工学部規則別表第２ホの専門科目の「別表第１に掲げる授業科目のうちから別に定める授

業科目」は「３.履修科目一覧表」の通りである。なお，表中◎印は必修科目，○印は選

択必修科目，△印は選択科目を示す。 

専門科目の総準備単位数    １１８  単位 

必修科目            ３０  単位（卒業研究の８単位を含む） 

選択必修科目          ６９  単位以上（８４単位中） 

うち，履修科目一覧表に定める各分野の選択必修科目について以下の単位数 

数学・物理学分野      １６  単位  （２１  単位中） 

物理化学分野         ９  単位  （１０．５単位中） 

無機・分析化学分野     １２  単位  （１３．５単位中） 

有機・高分子化学分野    １２  単位  （１４．５単位中） 

移動現象・プロセス工学分野  ９  単位  （１０  単位中） 

分離工学分野         ３  単位  （ ４．５単位中） 

反応工学・生物化学工学分野  ７．５単位  （１０  単位中） 

  (3) 当学科の授業科目以外で，当学科が認めた科目は，当学科の専門科目の選択科目とみなす 

ことができる。 

(4) 学生が１年間に履修登録可能な単位数は，工学部規則第６条に規定されている単位を上限

とする。 

(5) この履修規則は２０２１年４月入学者から適用する。 
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履修上の内規 

 

１．３年次開講の学生実験１０科目を履修するためには，以下の科目を修得していなければならない。 

(1) 研究室インターンを除く導入科目７単位 

(2) 専門科目のうち選択必修科目４５単位以上 

(3) ２年次の履修科目の上限超過登録要件を満たし，２年次において学生実験を履修することを

認められた者については，上記の適用を免除する。 

 

２．工学部規則第７条に規定する卒業研究を申請しようとする者は，次の４項を満たすことが必要

であり，また，残る１年（４クオーター）をもって卒業に必要な全単位を修得できる見込みの

ある者に限る。 

  (1) 卒業に必要な数学・物理学分野科目の全単位を修得していること。 

  (2) 卒業に必要な基礎教養科目、総合教養科目、外国語科目，情報基礎，健康・スポーツ科学科

目の全単位を修得していること。 

(3) 高度教養科目2単位以上を修得していること。 

  (4) 工学部規則において指定する専門科目のうち3年次終了までの授業科目に関する修得単位に

ついて以下の条件を満たすこと。 

① すべての必修科目の単位を取得していること。 

② 選択必修科目は卒業要件69単位を満たす上で必要な未修単位が2単位以下であること。 

 

 

３．履修科目の登録の上限を超えて登録することができる者の基準について 

  学生便覧における「履修科目の登録の上限を超えて登録することができる者の基準について」

を参照すること。 

 

４．早期卒業に関する認定基準について 

  学生便覧における「早期卒業の認定基準に関する内規」および「早期卒業に関する学科別認定

基準等について」を参照すること。 

 

５．この内規は，２０２１年 4月入学者から適用する。 
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５ 各 授 業 科 目 の 関 係  
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情報知能工学科 
 

１ 教 育 の 目 指 す も の  

 

科学技術の進歩とともに社会構造が大きく変革し，高度情報社会に移行しつつあるなか，技術 

が社会へ社会が技術への相互依存度を益々高めている。このような時代において，工学技術者は 

社会と調和した技術を開発する責を負うものである。情報知能工学科は，知能化システムを通じ 

て豊かで安心して暮らせる社会の実現に貢献できる人材を育成することを目指す。 

科学の基本概念には，細分化する方法の分析科学と統合化する方法のシステム科学とがある。 

情報知能工学科は，情報科学を基盤としつつその二つを組み合わせ，情報の取得，加工，生成， 

伝達という観点から高度に知能化されたシステムの構築と知能化科学の創成を行う。 

基礎教育として，数学，物理工学，機械工学，電気工学などの幅広い分野を学ぶことにより現 

象の分析的な理解能力を養う。そしてシステム科学として，システムの計測・制御工学，設計工 

学，生体工学などによって統合化の能力を養うとともに，計算機を中心とした情報処理工学，認 

識工学，知識工学などの情報科学を理解させる。これらの基礎および専門知識を統合・融合化し 

て，自らの知能化科学を創造させる。学生自らがテーマを見つけ，柔軟性のある発想による創造 

力を養い，問題解決能力を身に付けることによって多様性のあるシステムの知能化に関する研 

究・開発に従事できる技術者を養成する。 

学生実験によっていろいろの現象の理解を体験から会得させ，計算機演習による情報基礎技術 

の修得，および重要科目の演習による深い思考力を修得させる。また卒業研究では総合的理解能 

力と問題解決能力とを実践的に修得させる。さらに教養科目，工学倫理科目による自己啓発を促 

し，社会的にバランスの取れた人材育成を目指す。 
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２ 構 成 と 教 育 組 織  

 

専攻 講座 教育研究分野 教授 准教授 講師 助教 助手 技術職員 事務職員 

シ 

ス 

テ 

ム 

科 

学 

シ 

ス 

テ 

ム 

基 

盤 

システム計画 
貝原 俊也 

(S502) 

藤井 信忠 

(S403) 
 

國領 大介 

（S401） 
 

大西 和夫 

(S510-1) 

 

山本 大介 

（3W-303） 

 

小西 肇 

(3W-303) 

 

 

山崎 智美 

(D2-401) 

 

黒田 教子 

(S102-1) 

 

 

システム設計      

システム計測 
的場 修 

(S506) 

仁田 功一 

(S507) 
 

全 香玉 

 (S105) 
 

システム制御 

羅 志偉 

(S509/ 

自 4 号館 702) 

全 昌勤 

（Ｓ512） 
 

森 耕平 

(S405) 

曹 晟 

(S405) 

 

シ 

ス 

テ 

ム 

創 

成 

システム数理 

佐野 英樹 

(3W-403) 

増淵 泉 

（3W-405） 

國谷 紀良 

(3W-406) 

若生 将史 

(3W-404) 

   

システム構造  

小林 太 

(自 3 号館 301) 

中本 裕之 

(自 3 号館 304) 

   

システム知能 

鳩野 逸生 

(情報基盤センター 

３Ｆ１) 

熊本 悦子 

(情報基盤センター 

２Ｆ６) 

伴 好弘 

(情報基盤センター

2F7) 

殷 成久 

(情報基盤センター

3F3) 

   

応 

用 

シ 

ス 

テ 

ム 

（連 

携 

講 

座
） 

応用システム 

奥田 晴久 

 

吉河 章二 

佐藤 智典    

情 

報 

科 

学 

情 

報 

基 

礎 

情報数理 

桔梗 宏孝 

(自 3 号館 413) 

ブレンドレ 

(自 3 号館 424) 

菊池 誠 

(自 3 号館 426) 

酒井 拓史 

（自 3 号館 415） 

澤 正憲 

（自 3 号館 425） 

倉橋 太志 

(自 3 号館 414) 

   

アーキテクチャ 

川口 博 

(S204/ 

自 4 号館 803) 

和泉 慎太郎 

(自 4 号館 801) 
   

ソフトウェア 

田村 直之 

(情報基盤センター 

3F2) 

宋 剛秀 

(情報基盤センター 

２F5) 

   

情報通信 
太田 能 

(S503) 

鎌田 十三郎 

(S504) 
  

知 

能 

情 

報 

情報システム 
永田 真 

(自 3 号館 701) 
    

知的データ処理 
大川 剛直 

(自 3 号館 702) 
    

メディア情報 
滝口 哲也 

(自 3 号館 801) 

髙島 遼一 

(自 3 号館 807) 
   

創発計算 
玉置 久 

(自 3 号館 516) 

浦久保 孝光 

(自 3 号館 515) 
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専攻 講座 教育研究分野 教授 准教授 講師 助教 助手 技術職員 事務職員 

感 

性 

ア 

ー 

ト 

メ 

デ
ィ
ア 

（連 

携 

講 

座
） 

感性アートメディア 塩見 昌裕 
石井カルロス寿憲 

港 隆史 
  

 

 

知
能
統
合
（連
携
講
座
） 

知能統合 
上田 修功 

河原 吉伸 
      

計 

算 
科 

学 

計
算
科
学
基
礎 

計算基盤 
横川 三津夫 

（総合研究拠点 202） 

谷口 隆晴 

（自 4 号館 208） 
     

計算知能  
中村 匡秀 

(S103) 
 

松原 崇 

（自 3 号館 808） 
   

計算流体 
坪倉 誠 

（自 4 号館 302） 
 

李 崇鋼 

（自 4 号館 303） 
    

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ技法 
陰山 聡 

（自 4 号館 805） 

坂本 尚久 

（自 4 号館 804） 
 

堀 久美子 

（自 4 号館 806） 
   

計
算
科
学
創
成 

計算分子工学 
天能 精一郎 

（自 4 号館 704） 

土持 崇嗣 

（自 4 号館 705） 
     

計算生物学 
田中 成典 

（自 4 号館 608） 
      

計算宇宙科学 
臼井 英之

(S304) 

三宅 洋平 

（S308） 
     

応
用
計
算
科
学
（連
携
講
座
） 

応用計算科学 坪井 誠司 
古市 幹人 

桑谷 立 
     

大
規
模
計
算
科
学 

（連
携
講
座
） 

大規模計算科学 

富田 浩文 

今村 俊幸 

横田 秀夫 

大浪 修一 

中村 宜文 

曽田 繁利 

佐藤 賢斗 

西澤 誠也 

辻 美和子 
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３ 履 修 科 目 一 覧 表  
 

専門科目 （◎1，◎2，◎3 は必修，○は選択を示す） 

記
号 

授業科目 
単
位
数 

各期の総授業時間 

担当教員 
講義 

番号 
備考 

1 2 3 4 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

◎1 力学基礎 1 1 15                    

 
 

◎1 微分積分 1 1 15                    

 
 

◎1 線形代数 1 1 15                    

 
 

◎1 初年次セミナー 1 15                    

 
 

◎1 力学基礎 2 1  15                   

 
 

◎1 微分積分 2 1  15                   

 
 

◎1 線形代数 2 1  15                   

 
 

◎1 プログラミング演習 I 1 30               全教員   

 
 

◎1 離散数学 2 30                   

 
 

◎3 計算機概論 2 30               横川   

 
 

◎3 論理回路 2 30               川口   

 
 

◎3 情報・通信ネットワーク 2 30               太田   

 
 

◎1 微分積分 3 1   15                  

 
 

◎1 線形代数 3 1   15                  

 
 

◎1 電磁気学基礎 1 1   15                  

 
 

◎1 微分積分 4 1    15                 

 
 

◎1 線形代数 4 1    15                 

 
 

◎1 電磁気学基礎 2 1    15                 

 
 

◎1 物理学実験 2   30 30                 

 
 

◎1 応用解析学 2   30             谷口   

 
 

◎1 プログラミング演習 II 1   30             全教員   

 
 

◎2 電気回路及び演習 2   60             臼井   

 
 

◎3 波動と振動 2   30             坂本   

 
 

◎1 常微分方程式論 2     30               

 
 

◎1 複素関数論 2     30               

 
 

◎2 アルゴリズム・データ構造 2     30           大川   

 
 

◎2 
アルゴリズム・データ構

造演習 
0.5     15           大川   

 
 

◎2 信号解析 2     30           的場   

 
 

◎2 信号解析演習 0.5     15           的場   

 
 

◎3 システムモデル 2     30           小林   

 
 

◎3 確率と統計 2     30           澤   

 
 

◎1 応用アルゴリズム演習 0.5       15         全教員   

 
 

◎1 数値解析 2       30         若生   

 
 

◎2 制御工学及び演習 2       60         羅   

 
 

◎2 数理計画及び演習 2       60         貝原   

 
 

◎2 データ解析 2       30         玉置   

 
 

◎2 データ解析演習 0.5       15         玉置   

 
 

◎3 コンピュータシステム 1 2       30         和泉   

 
 

◎3 現象計算 2       30            

 
 

◎1 総合実験 1 2         60       全教員   

 
 

◎1 総合演習 1 1         30       全教員   

 
 

◎3 ソフトウェア工学 2         30       中村   

 
 

◎3 言語工学 2         30       
田村，酒井，

宋 
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専門科目 （◎1，◎2，◎3 は必修，○は選択を示す） 

記
号 

授業科目 
単
位
数 

各期の総授業時間 

担当教員 
講義 

番号 
備考 

1 2 3 4 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

◎3 コンピュータシステム 2 2         30       鳩野，殷   

 
 

◎3 ロボティクス 2         30       全   

 
 

◎3 設計工学 2         30       李   

 
 

◎3 電子回路 2         30       永田   

 
 

◎3 並列計算 2         30       横川，三宅   

 
 

○ 情報数学 2         30       倉橋   

 
 

◎1 総合実験 2 2           60     全教員   

 
 

◎1 総合演習 2 1           30     全教員   

 
 

○ オペレーションズリサーチ 2           30     藤井   

 
 

○ 現代制御 2           30     浦久保   

 
 

○ 情報管理 2           30     高島   

 
 

○ 知識工学 2           30     菊池   

 
 

○ マクロ系計算 2           30     坪倉   

 
 

○ ミクロ系計算 2           30     天能，土持   

 
 

○ ソフトウェア開発 2           30     鎌田   

 
 

○ センシングとメカトロニクス  2           30     中本   

 
 

○ メディア情報処理 2           30     
熊本, 坂本, 

伴, 髙島 
  

 
 

○ 光情報工学 2           30     仁田   

 
 

○ ディジタル信号処理 2           30     滝口   

 
 

○ HPC 2           30     陰山   

 
 

○ 工学英語入門 2   30             ノートン  

 

○ 知的財産入門 1          15       未定  

 

◎3 卒業研究 8             360 全教員   

 
 

  
その他必要と認める専門科目 

その都度定める専門科目 
                     

その都度

定める 

※ 開講時期は予定であり，変更することがある。 
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単位数（専門科目） 

  
単
位
数 

1年 2年 3 年 4 年 

備考 前 後 前 後 前 後 前 後 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 

◎１ 必  修 33.5 10 11 4 2.5 3 3    

◎２ 必  修 13.5  2 5 6.5      

◎３ 必  修 38 6 2 4 4 14  8  

○ 選  択 26     2 24    

 計 111.0 16 15 13 13 19 27 8  

※ 工学英語入門，知的財産入門は含んでいない。 

 

４年生への進級要件及び卒業要件 

 全学共通科目 専門科目  

 基礎 

教養 

総合 

教養 

高度 

教養 

外国語 

第 1 

外国語 

第２ 

健康・スポーツ 

科学基礎1,2 

情報 

基礎 
◎１ ◎2 ◎3 ○ 計 

開講単位数        33.5 13.5 38 26  

４年生への 

進級要件 
6 6 2 4 4 1 1 33.5 

≧39.5 
≧7 ≧104 

≧11.5 ≧26 

卒業要件 6 6 4 4 4 1 1 33.5 13.5 38 ≧13＊ ≧124 

＊：外国語科目と健康・スポーツ科学の選択科目については，それぞれ２単位と１単位を上限として算入すること

ができる。 
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４ 履 修 上 の 注 意  

 

[１] 履修要領 

(1) 記号の◎１，◎２，◎３は必修科目，○は選択科目を示す。 

(2) 学生が１年間に履修登録可能な単位数は，工学部規則第６条に規定されている単位を上限とす

る。（工学部学生便覧参照） 

(3) 学生は，卒業するためには下記の要件をすべて満たさなければならない。 

基礎教養科目  ６単位 

総合教養科目 ６単位 

高度教養科目 ４単位 

外国語科目 

外国語第１ ４単位 

外国語第２ ４単位 

情報科目 

情報基礎 １単位 

健康・スポーツ科学 

健康・スポーツ科学実習基礎 １単位 

専門科目，外国語科目及び健康・スポーツ科学の選択科目の合計（P.121，122 の別表第２

履修要件参照） 

９８単位以上 

総      計                              １２４単位以上 

 

専門科目修得方法 

必修科目◎1                            ３３.５単位 

必修科目◎2                            １３.５単位 

必修科目◎3                               ３８単位 

選択科目○                              １３単位以上 

(4) その他当学科が必要と認める専門科目については，当学科の選択科目としてみなすことができ

る。 

 

［２］内規 

(1)実験及び演習に関する履修要件 

・物理学実験を履修していない場合は，総合実験 1,2 は履修できない。 

・情報基礎を履修していない場合は，プログラミング演習 I, II 及びアルゴリズム・ 

データ構造演習，応用アルゴリズム演習，総合演習 1,2 の計算機の利用を主とする科目 

は履修できない。 

(2)卒業研究を履修するためには，次の条件を満たしていることが必要である。 

・卒業に必要な基礎教養科目，総合教養科目，外国語科目，情報基礎および健康・スポーツ科 
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 学の単位をすべて修得していること。また，高度教養科目については２単位以上を修得して 

いること。 

・必修科目◎１のうち，すべての単位を修得していること。 

・必修科目◎２のうち，１１.５単位以上を修得していること。 

・必修科目◎３のうち，２６単位以上を修得していること。 

・必修科目◎２，◎３の合計で，３９.５単位以上を修得していること。 

・選択科目○のうち，７単位以上を修得していること。 
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情
報

・
通

信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

論
理
回
路

計
算
機
概
論

マ
ク
ロ
系

計
算

シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル

制
御

工
学

及
び

演
習
1

総
合

実
験
A1

, A
2 

信
号

解
析
1

線
形
代
数
1

微
分
積
分
1

常
微

分
方

程
式

論
複

素
関

数
論

応
用

解
析

学

確
率

と
統

計

物
理

学
実

験

電
磁

気
学

基
礎
1

力
学
基
礎
1

離
散
数

学
電

気
回

路
及

び
演
習
1

振
動

と
波

動

ミ
ク

ロ
系

計
算

総
合

演
習
A1

, A
2

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

数
理

計
画

及
び

演
習
1

並
列

計
算

数
値
解

析

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

演
習
1

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
・

デ
ー
タ
構
造

デ
ー
タ
解
析
1

メ
デ
ィ
ア
情

報
処

理

デ
ィ
ジ
タ
ル

信
号

処
理

セ
ン
シ
ン
グ
と

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

電
子

回
路

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

HP
C

設
計

工
学

言
語

工
学

知
識

工
学

情
報

管
理

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学

光
情

報
工

学

現
代

制
御

現
象

計
算

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

リ
サ
ー
チ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
1

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
2

情
報

数
学

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
・

デ
ー
タ
構
造
演
習

1年
1Q

,
1年

2Q
  

  1
年
3Q

  
  1
年
4Q

  
  2
年
1Q

  
  2
年
2Q

  
  2
年
3Q

  
  2
年
4Q

3年
1Q

  
 3
年
2Q

  
 3
年
3Q

  
  3
年
4Q

  

線
形

代
数
3

力
学
基

礎
2

微
分
積

分
2

線
形
代

数
2

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

演
習
2

微
分

積
分
3

微
分

積
分
4

線
形

代
数
4

電
磁

気
学

基
礎
2

電
気

回
路

及
び
演
習
2

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

演
習
3

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

演
習
4

デ
ー
タ
解
析
2

応
用
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
演
習

制
御

工
学

及
び

演
習
2

数
理

計
画

及
び

演
習
2

信
号

解
析
2

デ
ー
タ
解
析
演
習

信
号
解

析
演

習

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
2

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
1

総
合

実
験
B1

, B
2

総
合

演
習
B1

, B
2

（
数

学
・
物

理
）

（
計

算
機

基
礎

）

（
総

合
実

験
・
演

習
）

５　各授業科目の関係
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4階

5階

6階

PS

男子WC 倉庫
EV

EPS

PS PS

EPS PS

PS PS PS

PS PS PS PS PS

505
モジュール作製室

504-1
製膜室1

503
水処理膜

実証システム3

502
水処理膜

実証システム2

倉庫
EV

506
分析室2

404-1
膜応用

プロセスA

403
膜応用

プロセスC

EPS

507-1
連携研究室3

507-2
連携研究室4

女子WC

601
分析室1

605-2
水処理膜

基礎実験室5

604-2
ガス分離膜
基礎実験室

603-2
水処理膜

基礎実験室3

602-2
水処理膜

基礎実験室2

606
水処理膜

基礎実験室6

605-1
水処理膜

基礎実験室4

604-1
解析室2

603-1
解析室1

602-1
水処理膜

基礎実験室1

501-2
水処理膜
実証システ

ム
1-2

501-3
水処理膜
実証システ

ム
1-3

504-2
製膜室2

501-1
水処理膜

実証システム1-
1

607-1
連携研究室

1

607-2
連携研究

室
2

女子WC 男子WC

401
アドバンスト
サポート技術
FAルーム

膜応用
プロセスC
実験室

404-2
膜応用

プロセスB

402
膜内外混相流動実験室

407小会議室
女子WC 男子WC 倉庫

EV

コンプ
レッサエ
リア

PS

PS PS PS PS PS PS

PS

PS

406
ガス分離膜

実証システム1

405
ガス分離膜

実証システム2
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